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多重知能理論による創造性の研究 デザイン工学部・准教授 西澤高男 統括 PJ/空間 WG 
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プロジェクトでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

多重知能理論による創造性の研究 教養教育センター・教授 池田正 
統括 PJ/［芸術思考担当］/ 

学校教育 WG 

（変更の時期：平成２７年３月３１日） 
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多重知能理論による創造性の研究 
教養教育センター・教授／創造性

開発研究センター・副センター長 
片桐隆嗣 

全体統括/［芸術思考担当］/ 

社会 WG 

（変更の時期：平成２７年６月２８日） 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

デザイン工学部・准教授 
デザイン工学部・准教授／創造

性開発研究センター研究員 
早野由美恵 

統括 PJ/［デザイン思考担当］

/(理論 G) 

芸術学部・講師 
芸術学部・講師／創造性開発研

究センター研究員 
柳田哲雄 

統括 PJ/［芸術思考担当］/ 

学校教育 WG 

株式会社カラーコード・ 

代表取締役 

株式会社カラーコード・ 

代表取締役 
浅井由剛 空間 WG/社会 WG 

教職課程・教授 教職課程・教授 渡部泰山 統括 PJ/学校教育 WG 

１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要

本研究の目的は、小中高生を対象として「生きる力」を育むための「芸術思考」および「デザイン思考」

にもとづく教育方法を総合的に研究し確立することである。方法論として注目したのはワークショップ

（以下「WS」）であり、その活用の方向づけに芸術思考とデザイン思考を採用した。芸術思考とは、実現

すべき理想的なビジョンを生み出す創発的な思考であり、デザイン思考とは、他者と協働して創造的に問

題解決を行うための思考である。これによって、芸術大学ならではの「生きる力」を育む教育方法論を確

立する。そのために、ＷＳの効果測定方法と知性の可視化方法、芸術思考、芸術思考とデザイン思考の統

合を目指している。 

初年度は、芸術的環境で幼児の感性を養う実践研究「こども芸術大学プロジェクト」の成果と課題を整理

し、基本的柱となる芸術・デザイン思考の理論化と創造性開発拠点（やまがた藝術学舎）の形成に努める。

同時に、芸術・デザイン思考にもとづく身体・社会（対人、内省）・空間知能の 3 プログラムの開発に着手

する。2 年次には、論理数学・言語知能の２プログラムの開発に着手する。3 年次は、先行した 3 プログラ

ムである身体・社会・空間知能を統合するプログラムの開発に着手し、各プログラムの実践・検証とともに

中間報告を行う。4～5年次は、身体・社会・空間・論理数学・言語の 5領域を統合するプログラム開発を行

い、開発したプログラムの学校教育への展開を図る。最終年度は、研究の持続と改良を行いつつ、次世代に

向けて創造性開発研究モデルを構想し、公開シンポジウムの開催、最終総括研究会を実施する。 

（２）研究組織

創造性開発研究センター（センター長・片上義則）を設置した。ここに、学内研究者 17 名、学外研究

者 19 名、研究協力者 3 名を組織し、理論化を進めるグループと分析担当グループを配置し、多重知能に

対応する 5 つの WG（身体 WG、空間 WG、社会 WG、言語 WG、論理 WG）を組織し、さらに学校教育グループ

と外部評価グループを配置した。 

（３）研究施設・設備等

やまがた藝術学舎（山形市） 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。

研究成果について、①研究拠点の整備、②理論の構築、③WS 実施、④分析の 4つに分けて報告する。 

① 研究拠点の整備については、平成 25 年度にやまがた藝術学舎を整備した。整備当初、利用者数を

と想定していたが、現在までの利用人数は延べ 5,000人以上を超えている。 

② 理論構築の進捗状況については、申請準備段階の 2012 年から芸術的思考のアイデアを検討、それを

芸術思考と名づけてはじめて提案されたのは 2012年 7月 28日に岡山大学で開催された第 71回次世代大学
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教育研究会（学会発表*390-392）であった。2012年 10月 6日明治大学で開催された情報コミュニケーショ

ン学会第 10回研究会にて発表し（論文*106, 107、学会発表*388, 389）、同発表は第 10回研究会優秀発表

賞（受賞*422）を受賞するなど成果を上げてきた。東北芸術工科大学を芸術思考の研究拠点とすべく、第 79

回次世代大学教育研究会（学会発表*378-387）を 2013 年 2 月 1 日「芸術思考シンポジウム in 山形」とし

て開催したのを契機に、電子情報通信学会思考と言語研究会（論文*105、学会発表*377）、情報コミュニケ

ーション学会（論文*102, 106）、次世代大学教育研究会（学会発表*358）と、先行研究を進めてきた。 

その後、2013 年 7 月の平成 25 年度文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業の採択を受けたの

ち、創造性開発研究センター主催の学内外共同研究者対象キックオフ研究会（東北芸術工科大学、2013 年

10月 4日）を皮切りに、次の学会・研究会、(1) 創造性開発研究センターシンポジウム「小中高生の生きる

力を育む芸術思考の可能性（東北で挑戦する、創造性開発）」（東北芸術工科大学、2013年 12月 15日）（学

会発表*349）、(2) 第 91回次世代大学教育研究会（東北芸術工科大学、2014年 2月 1日）（学会発表*343,412）、

(3) 情報コミュニケーション学会第 15回研究会（東北芸術工科大学、2014年 11月 8日）（論文*80-82、学

会発表*312-314）、(4) 第 108回次世代大学教育研究会（博多、2015年 8月 22日）（学会発表*288）、(5) 第

109回次世代大学教育研究会（長崎、2015年 9月 12日）（学会発表*286）、(6) 情報コミュニケーション学

会第 12 回全国大会（東北芸術工科大学、2015 年 2 月 28 日）（論文*74-78, 394-400、学会発表*296-300,

403-409、受賞*418, 419）、(7) 電子情報通信学会思考と言語研究会「芸術思考・デザイン思考、及び思考

と言語一般」をテーマとした研究発表（論文*56、学会発表*272）とパネルディスカッション「オーガナイ

ズドセッション：芸術思考とデザイン思考」（明治大学、2016年 1月 30日）（論文*55、学会発表*273）、(8)

情報コミュニケーション学会第 13 回全国大会（東北芸術工科大学、2016 年 2 月 28 日）（論文*53、学会発

表*270）、(9) 第 115回次世代大学教育研究会（東北芸術工科大学、2016年 3月 24日）（学会発表*253-261）、

(10)MIIM2016国際シンポ「多重知能理論の展開と深化」（明治大学駿河台キャンパス リバティタワー、2016

年 7月 16日）(学会発表*239-240、講演*609-611)、(11) 明治大学サービス創新研究所芸術思考研究会（明

治大学駿河台キャンパス、2017年 11月 4日）（学会発表*172）――などを主催・共催した。

以上のように、理論の進捗状況については、顕著な進展が見られており、当初の想定を超える成果と理

論的応用への展開が得られている。 

③ WS 実施は、2013年 9月から 2018年 3月まで実施分を集計すると、美術・デザインによる 39のプロ

ブラムが開発され、65 回以上の実施、延べ約 1,500 名の参加を得た。実施はセンターとともに小中学校な

ど協力機関でも行われ、「生きる力」を育む WSプログラム開発の充実・向上を幅広い視点で図るための連携

が進められ、分析結果をもとに WS内容の改善と進展を図り、継続的な企画・運営体制が整えられた。 

④ 分析における第 1 の成果は、行動観察による WSの形成的評価方法（論文*90、学会発表*313, 319）

を提案したことである。講師と参加者の行動観察によって 9 回の WS（別添資料「2014 夏のワークショッ

プ祭」を参照）を分析した結果、博物的・言語的・身体運動的・空間的知能の 4つは十分に活性化され、

残りの論理数学的・音楽的・内省的・対人的知能の 4つの活性化が低いという特徴が見出された。内省的・

対人的知能を強めるには、個別ワークから脱却し参加者間で学びあう WSをデザインすることが提案され、

その戦略として e ラーニング支援体制構築を応用する有効性、エクスターンシップにおける若年層人材戦

略の構築への効果性が指摘された。 

第 2 は、多重知能の主観的推定にもとづく WS 特性の平面配置による可視化（学会発表*312）である。

これは、WS 担当者と見学者による多重知能の主観評価アンケートをもとに主成分分析し平面上に配置す

ることで、獲得知能の可能性を整理できる可能性を示した。 

第 3 は、多重知能の行動観察にもとづく WS 特性のレーダーチャートによる可視化（論文*105、学会発

表*377）である。 8 回の WS の行動観察メモをもとに多重知能を定量化したレーダーチャートを作成し、

WS の多重知能的な特性を可視化することによって、改善の方向としてインストラクショナル・デザイン

の導入による WS 開発を提案した。加えて、感情アンケートによる定性評価によってすべての WS が高い評

価を得ていたことが判明した。 

第 4は、WS参加者への多重知能アンケートにもとづく自己の成長感の推定と感情評価（論文*75）を行ったこ

とである。これは、WS参加者への多重知能アンケートを実施し、自己の成長感（主観的な知能の向上）を明らか

にしたものである。特に、博物的知能または論理数学・音楽的知能の向上が見られたが、必ずしも WS 設計者の

意図と合致しているわけではなかった。さらに、終了時の自己の成長感と正の相関をもつことが示された。 



（様式 2） 

法人番号 ０６１００１

プロジェクト番号 Ｓ１３１１００１

そして、第 5 に、多重知能アンケートとともに主要 5因子性格検査のアンケートも同時に取る準備がで

きたため、対象とする数はまだ少ないものの両者の相関をみることができるようになったことから、新し

い仮説を生成できる可能性（センター勉強会*682）が示されている。 

＜優れた成果が上がった点＞ 

本研究が目指してきた、子どもたちの創造性開発には、本来子どもたちがもつ強みに着目することが欠

かせない。そこで、本研究では MI 理論にもとづいてそれぞれの子どもたちの強みから創造性開発ができ

るように個別の能力から入れる WS プログラムを開発してきた。それらの WS プログラムによって、小学校

はもちろん、そこから中学校・高等学校対象の WS へと発展させる取り組みも行われ、8 つの知能開発の

方法論に関する知見を深めてきた。上記を可能にしてきたのが、感情や集中度、パーソナリティ特性を客

観的なデータとして扱う WS 分析・評価方法の構築である。 

・継続的な WS プログラムの企画と運営

美術・デザインによる 39のプロブラムが開発され 65 回以上実施、延べ約 1,500 名の参加を得た。 

・芸術思考の研究と応用

芸術思考の研究に対して、情報コミュニケーション学会から第 10 回研究会優秀発表賞(2012)（受賞

*422）、および同第 12 回全国大会研究奨励賞(2015)（受賞*418, 419）が授与された。最近では、新規事

業開発を解釈する優れた方法になりうること（論文*57, 67, 76、図書*124、学会発表*293, 298, 306、

受賞*418、メディア（記事・放送等）*515, 516）が示されている。開発されたワークショップは山形県

内の小学校（山形市立第一小学校、山形市立鈴川小学校、鶴岡市立朝暘第二小学校）と連携し、授業内で

実施した。また、村山地区小学校図画工作研究部（2017 年 6 月 21 日及び.8 月 2日）においてワークショ

ップの体験レクチャーを実施し、広く教育現場への普及を図った。

・デザイン思考の研究と応用

2016 年度に新設予定の東桜学館中学校・高等学校から本センターへの依頼（2015 年 6 月）を受け、6 年間に

わたる総合的な学習の時間｢未来創造プロジェクト｣カリキュラムへのデザイン思考の適用を目的としたカリキ

ュラム検討会議がデザイン思考分科会によって始められた。連携に先だって、2015 年 11 月 26 日、東北芸術工

科大学と山形県教育委員会との間で教育連携協力協定が結ばれた。メディア（記事・放送等）*514）（そして、

2016年 4月末までに 9回実施した検討会議を経て、2016年度に 3回、2017年度に 4回のデザイン思考に関わる

授業を実施した。東桜学館との連携は、学習指導要領で求められる探究型学習にデザイン思考を適用した良い実

践例となった。今後、東桜学館をモデル校とし、その成果を山形県内の各高等学校に展開する予定である。 

・多重知能理論を用いた創造性評価方法の開発

大学の正課外教育の活動として実践され始めたエクスターンシップにおけるアンケート分析から、事

前・事後の回答の変化に焦点を当てた多重知能理論に基づく分析が有効であることを示し、この変化を

説明する場のモデルを提案し、場のパラメーターを推定した。またそのパラメーターの妥当性について

も明らかにした。活用可能な実践が増え、他領域からのデータ収集が可能となり比較分析の幅が広まっ

た。(論文*9,10,11、学会発表*165,166,171,172,181,182,272,286,288) 

＜課題となった点＞ 

・研究体制におけるプロジェクト役割の見直し

当初、多重知能から 5 つを取り上げてそれぞれに特化した WS を段階的に設計・実施するという演繹的ア

プローチによって計画案を策定した。ところが、デザイン工学部と芸術学部の学部が設置されていることを

反映し、デザイン思考分科会と芸術思考分科会の 2つが先行設置された。このため、2分科会が分離したま

まで個別に実施可能な WS を計画・運営する結果となった。しかし、2 分科会の分離発足は逆に各分科会の

スモールスタートを容易にしたため、3年間で 41回のプログラムの実施という成果を得たといえる。 

そこで本センターでは、当初に発想した多重知能にもとづくプロジェクト役割にこだわらず、2分科会

にもとづいたプロジェクト役割に変更した。このことは、多重知能を全体として包括的に育むという意味

で合理性がある。なぜなら、芸術という行為そのものが多くの多重知能を同時に活性化させるからである。

さらに、本プロジェクトのキーワードの一つである「生きる力」が、多重知能理論の立場からいうと包括

的であることから自然なアプローチともいえよう。 

中間報告の時期に残された問題は 2 分科会の協調・連携であった。しかし、2 分科会が車の両輪のよう



（様式 2） 

法人番号 ０６１００１

プロジェクト番号 Ｓ１３１１００１

に相互に協調しながら活動する機会が得られた。東北芸術工科大学において 2016 年 3 月 24 日開催の第

115 回次世代大学教育研究会（学会発表*253-261）である。この後、各分科会に属する内部研究員が外部

研究員とともに公開研究会を開いて議論を行った。これによって、WS 担当者たちとの分科会を超えた振

り返りがなされ、協調的な活動へと発展した。 

・教授設計 (Instructional Design: ID) 導入の指摘への対応

当初から計画されていた WS 設計の導入が後追いになっており、このことが分析結果からも、ID 設計を

入れる必要があると指摘されている（論文*80、学会発表*313）。これに対応するため、2016 年から授業担

当者による多重知能の活性化の事前・事後アンケートを実施し、WS 設計の狙いが多重知能的にどうなさ

れ、どんな結果なのかという設計者による主観評価「多重知能分析シート」を導入した。これにより、判

明した WS 設計者の意図を、参加者への多重知能アンケートと比較することにより、WS 設計者にとっての

経験学習サイクルを回すことを期待した。しかし、WS における多重知能分析シートを用いた事後評価は

うまく機能できたが、現場の先生たちが多重知能分析シートの観点をうまく教授設計に活用できるように

するところまでは踏みこめなかった。 

・芸術による多重知能の開発の方法論の確立

実際、MI 理論における 8 つの個々の知能開発を実現することはいくつかの実践例で見られたが、それ

を統合し、8 つのすべての知能開発をするまでには至っていない。今後、芸術の力により、8 つの知能を

引き出す WSの開発が求められる。そのためには、個々の WS のプログラムにおける、個々の知能開発の活

動の本質部分を抽出しながら、WS の一連のプログラムに、子どもの発達段階に応じた活動をシームレス

に差し込むなどの必要がある。上記シームレスの活動の構築に関連するが、本研究で進めてきた WS の定

量的分析と質的分析を合わせた、総合的分析も求められる。子どものパーソナル特性と個々の知能の相関、

さらには WS の事前事後の変化を定量的に見つつ、それが子どもの行動観察から得た知見とどう関連付け

られるのか、その理論構築が鍵となりそうである。 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

■研究拠点の整備（100%）

採択時に計画していた研究拠点の整備は、やまがた藝術学舎の改修工事である。

これは、本学が平成 22 年度に購入した旧山形県知事公舎・公館（『やまがた藝術学舎』）を中心として

行われる。（施設の規模は以下のとおり。） 

・敷地面積： 2,942.59 ㎡

・やまがた藝術学舎Ａ棟（旧公館）： 延べ床面積＝357.43 ㎡

・やまがた藝術学舎Ｂ棟（旧公舎）： 延べ床面積＝273.33 ㎡

この度の計画では、本研究テーマ『芸術・デザイン思考による創造性開発に関する総合的研究』の実施

にあたり、これまで住居仕様として利用頻度が高くなかった学舎Ｂ棟（旧公舎）部分を中心に改修工事を

行い、建物全体を芸術的造形教育とデザイン教育のプログラム及び研究を効果的に実践できる場として整

備するものである。 

このことについては、完全に実施できた。 

■理論の進捗状況（100%）

理論における達成度は顕著な進展が見られており、当初の想定を超える成果と理論的応用への展開が得

られているため、100%の達成度と推定される。 

■WS 実施状況（90%）

本センターのもとで WS を継続実施できたことは、デザイン工学部、芸術学部、および、こども芸術大学の

3つが学部や大学の枠を超えた活動によって、大学における教育研究のありかたにも新しい刺激となりえる。

さらに、学内にとどまらず山形県内外の教育機関において WS が実施できていることは、創造性開発研究セン

ターの活動とその意義が広く認知されることにつながっている。中間報告後の (1)山形市立第一小学校、(2)

鶴岡市立朝暘第二小学校――での出張 WSにより、WS実施の達成度は、90%を達成していると推定される。 

■分析の実施状況(80%)

本プロジェクトによる多重知能の開発度合いの評価について、SUN 感情測定スケール、行動観察を用い

た多重知能理論にもとづく芸術系ワークショップの評価など、形成的評価の方法論を確立した。また、特
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定因子による多重知能の開発予測ができる数理モデルを作るなど、進展が見られた。このことで、WS の事

前事後の短期的な感情の変化、事前事後の多重知能の変化の各データを系統的に取得し分析することがで

きる可能性が広がった。しかし、それを一体化するところまでにはいきついていない。 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

中間報告の際、学識研究者の外部評価を長南博昭氏（元山形県教育委員会委員長）、渡部泰山氏（山形大

学大学院教育実践研究科教授）から頂き、当時の指摘事項によって、その後の研究に大きく影響したことは、

「単に学術的価値にとどまることなく、学校教育の現場と密接に接続しつつ、広く一般市民、社会全般にも

周知、還元されていく手立て、研究の質と方向性」を確保できるように研究体制を見直すことである。実際、

中間報告の上記指摘は、探究的学習における県教育行政と東北芸術工科大学との連携の深化に繋がった。 

最終の評価は長南博昭氏と勝見栄一朗氏（元山形県立山形東高等学校校長、元山形工科短期大学校校長）

より頂き、主な評価と課題は以下のとおりである。 

【評価点】 

・「生きる力」を、東北が大震災から復興を成し遂げていくイメージに重ね、当大学が開学以来掲げてき

た「創造力」に結びつけた点 

・子どもたちの資質・能力の育成にＭＩを活用し、子どもたちの多様な姿を具体化した点

・この研究において開発された数多くのＷＳがＭＩとの関連で意義付けされている点

【今後の課題】 

・WS のその先にある、小中高の探究型学習への具体的貢献

・改訂学習指導要領と芸術思考との相関

＜研究期間終了後の展望＞ 

この 5 年間で、MI 理論の 8つの知能に着目した WS 実践とともに、デザイン思考に着目した実践、さら

には総合的な学習の時間、探究型学習における授業実践も見られた。2018 年 1 月には、これまでのデザ

イン思考に関わる教育連携活動で蓄積してきた内容を再構成し、埼玉県立芸術総合高等学校において、美

術科高１生向け研究授業および埼玉県高等学校美術・工芸教育研究会を行った。その際、参加教員より美

術授業へのデザイン思考の活用が、今後の生徒らの生き方にまで影響する内容であること、美術が教育全

体に貢献していく道のひとつと可能性を持つことなど高い評価をいただいた。上記活動が反響を呼び、中

高の教科書出版社より取材依頼があり、2018 年 4 月、デザイン思考に関する内容の掲載実現に向けて、

本学において意見交換を行った。2018 年 3 月に高等学校向けの新学習指導要領が公布され、移行期間を

挟んで 2022年度より新指導要領準拠の教科書を用いた授業がスタートするが、2022 年度版「高校美術 1」

の中にこれまでの取り組みが紹介される可能性もある。

＜研究成果の副次的効果＞ 

2015 年秋、山形県教育委員会と東北芸術工科大学との間で結んだ教育連携協定のもと、東桜学館をは

じめとして県内の中学校高等学校に対して探究型学習へのデザイン思考活用の実践を行ってきたが、2018

年 4 月より、山形県内高校学校の 3 校（山形東、酒田東、米沢興譲館）に探究科、3 校（新庄北、寒河江、

長井）に普通科探究コースが設置されるにあたり、山形県立山形東高等学校より教育連携について依頼が

あった。そこで、2017 年 12 月に山形東の高１生へのデザイン思考授業を試行し、探究型学習へのデザイ

ン思考の有用性を確認した後、2018 年 2 月、山形東高等学校と東北芸術工科大学の間で教育連携協定を

結ぶに至った。今後、本学教員による講義、演習および山形東高校教諭との連携により、探究科教育にお

いて生徒の思考力や学習意欲を高めるためにデザイン思考を活用していくとともに、教科の枠組みを超え

た主体的な学びを後押ししていく。

芸術思考の理論の適用については、その後も精力的に研究が進められ、最近では企業における新規事業

開発（論文*67, 76、図書*124、学会発表*293, 298, 306、受賞*418）が芸術思考によってよく理解され

ることが示されている。また、芸術思考の理論、評価方法の開発の進展は、2018年 4 月の芸術思考学会設

立とともに、芸術思考の応用が教育だけでなく、ビジネスによる応用まで広がった（図書*108,122、論文

*76）。また、山形大学附属中学の授業で制作した生徒作品など、研究協力をいただいていた関連機関が、

ボストン・チルドレンズ・ミュージアムへの作品提供に参加し、現地の子どもたちの鑑賞素材としての試
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みが行われるなど、教育活動の場を広げることに繋がった。さらに、芸術が社会の中で役立つ可能性に気

づく学生が育ち、社会に積極的に関わる姿が見られるようになった。（図書*108） 

・ハーバード大学との連携

最終年度に、国際会議の開催を東京と山形において計画していたが、叶わなかった。しかし、この研究のサ

ポートを頂いた、多重知能理論の提唱者であるハワード・ガードナー（ハーバード大学）との緊密な連携を今

後も継続し、以降も関連した研究を継続し、その成果を国際的にも評価されるものへ高めることを目指す。 

・生きる力の解明

これまでは WS をどのような効果をもたらす活動であるかを把握するために、多重知能理論や SAN 感情

測定スケールなどの枠組みを用いて測定することに主力が注がれていた。今後はこれらの測定量と「生き

る力」との関係を明らかにする。その大まかな方向について想定する方針は次のとおりである。「生きる

力」は、IQ や学力テストで計測される認知能力とは異なり、性格的な特性や創造性、自己認識、意欲、忍

耐力、自制心、メタ認知ストラテジー、社会的適性、回復力と対処能力など、非認知能力といわれるもの

からなる（中室牧子，『「学力」の経済学』，ディスカヴァー・トゥエンティワン，pp. 84-89，2015 年 6月

18 日）。本研究ではすでに性格的な特性と創造性を取り上げていることに加え、多重知能理論で扱ういく

つかの知能についても非認知能力と関係することから、「生きる力」が本研究によって育まれる可能性を

示すことを目指したい。この研究は、東北の地で行われた「生きる力を育む芸術・デザイン思考による創

造性開発拠点の形成」であり、その研究に託された「生きる力」の意味が、震災後の復興に必要であった

「創造力」と結びついていたことに立ち返るものであってほしいと思う。 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載して

ください。） 
（１） 芸術思考 （２） デザイン思考 （３） 生きる力

（４） 多重知能理論 （５） ワークショップ （６） 主要５因子性格検査

（７） ＳＡＮ感情測定スケール （８） 多重知能分析アンケート

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 
上記、１１（４）に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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235. 戸田博人・香山裕子・小田有希子・小枝浩, 「学習履歴を基にした社会人学習者の学習スタイル調査」, 教育システム情報学会 全国

大会, 2016 年 8 月 29 日. 
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情報教育研究所・早稲田大学言語情報研究所・情報コミュニケーション学会・教育の国際化研究会, 早稲田大学 8 号館, 2016 年 7 月 2 日. 
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Hawaii University, Manoa Campus, Nov. 22, 2013.

355. 戸田博人・香山裕子・西村りさ・三橋朋子・小田有希子・是永綾子, 「学習履歴分析による e-Learning コースタイプ別学習者特性調査」,

日本 e-Learning 学会,2013 年度（10 周年記念）学術講演会, 2013 年 11 月 22 日.

356. 阪井和男, 「次世代大学の使命と 未来を担う若者たち」, 明治大学社会イノベーション・デザイン研究所, 河北新報社（仙台市）, 2013

年 9 月 28 日.

357. 原田康也, 「グローバル人材養成ギブス：コミュニケーション能力涵養を主体とする大学英語教育」, 第 86 回次世代大学教育研究会,

創成館高等学校, 2013 年 9 月 21 日.

358. *阪井和男・有賀三夏, 「近代教育制度の根源的問題とその処方箋としての『芸術思考』」, 第 86 回次世代大学教育研究会, 創成館高

等学校（長崎県諫早市）, 2013 年 9 月 21 日.

359. 首藤佐智子・原田康也, 「残念な言語現象―ポライトネスの耐えられない矛盾」, 日本認知科学会第 30 回大会ポスター発表, 玉川大学

視聴覚センター, 2013 年 9 月 14 日.

360. 森下美和・原田康也, 「日本人英語学習者の言語産出における動詞の下位範疇化情報の使用：統語的プライミング実験データの質的

再分析」, 日本認知科学会第 30 回大会ポスター発表, 玉川大学視聴覚センター, 2013 年 9 月 14 日.

361. 横森大輔・遠藤智子・河村まゆみ・鈴木正紀・原田康也, 「日本語母語話者の英語発話にみられるフィラーの使用ストラテジー」, 日本

認知科学会第 30 回大会口頭発表, 玉川大学視聴覚センター, 2013 年 9 月 12 日.

362. Yasunari Harada and Miwa Morishita, "Syntactic Priming Effects Revisited: Reconsidering Potential Priming Effects in Interactional Tasks

by Japanese EFL Learners," Cross-linguistic Priming in Bilinguals: Perspectives and Constraints, Huize Heyendael, Radboud University

Nijmegen, 2013 年 9 月 10 日.

363. Chie Nakamura, Manabu Arai and Yasunari Harada, "Priming of an initially adopted structure in L2 processing," 19th Architectures and Mechanisms for 

Language Processing (AMLaP 2013), Aix-Marseille University, Marseille, France, 2013 年9 月2 日. 

364. 阪井和男・内藤隆, 「ハイパフォーマンスチームの活動から見出された適応型イノベーション・サイクル」, 第 85 回次世代大学教育研究

会, メルカつきまち（長崎市）, 2013 年 8 月 17 日.

365. 内藤隆，「ワークショップ理論の整理 －身体ワークショップの開発に向けて」，第 85 回次世代大学教育研究会，メルカつきまち（長崎

市），2013 年 8 月 17 日.

366. 原田康也・森下美和, 「日本人英語学習者の言語処理と言語運用能力：Versant English Test のスコアを中心に」, 電子情報通信学会

思考と言語研究会・MAPLL 2013 共催研究会, 関西学院大学梅田キャンパス, 2013 年 8 月 3 日.

367. 阪井和男, 「成果を出す秘訣としての集中と解放の原理」, 第 84 回次世代大学教育研究会（明治大学）, 2013 年 7 月 6 日.

368. Yasunari Harada, "'Global Human Resource Development' in Japan and Theory of Knowledge in International Baccalaureate," ICEL

2013: 2013 International Conference on English Linguistics, Korea University and Korea Military Academy, Seoul, 2013 年 7 月 5 日.

369. Chie Nakamura, Manabu Arai and Yasunari Harada, "Syntactic priming of the initial analysis in L2 comprehension: Evidence from a self-

paced reading study with Japanese EFL learners," 言語科学会第 15 回年次国際大会 (JSLS2013), 活水女子大学, 2013 年 6 月 29 日.

370. 阪井和男, 「交流制約法と適応型イノ ベーションサイクル」, 明治大学サービス創新研究所 サービス創新 Lab.Vol.4「お客様の事、知

ってますか？」ワークショップ, 明治大学文明とマネジメント研究所（明治大学）, 2013 年 6 月 24 日.
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371. 阪井和男・内藤隆・森憲一・森貴子・中村雄一郎・中川貴之, 「談話分析によるハイパフォーマンスチームのイノベーションプロセスのモ

デル化 ～会社を超えた半年間の実践的人材育成研修後の振り返り分析～」, 電子情報通信学会思考と言語研究会, 筑波大学（春日地

区）, 2013 年 6 月 14 日. 

372. Takeo Tatsumi, Yoshiaki Nakano, Noriaki Kusumoto, Joji Maeno and Yasunari Harada, "To Bear the Unbearable: College-level 
Information Ethics Education Incorporating Discussions of Ethical Dilemmas," ETHICOMP 2013, University of Southern Denmark, Kolding, 

Denmark, 2013 年 6 月 13 日. 

373. 阪井和男・内藤隆・森憲一・森貴子・中村雄一郎・中川貴之, 「ハイパフォーマンスチームのイノベーション・ダイアグラムによるプロセス解

析」,第 83 回次世代大学教育研究会, ディスコ西部支社会議室（福岡市）, 2013 年 6 月 8 日. 

374. 阪井和男, 「LMS 活用で加速するワークショップ形式のアジャイル授業」, 第 3 回 C-Learning セミナー, ベルサール飯田橋ファースト

（東京・飯田橋）, 2013 年 5 月 31 日. 

375. 阪井和男・内藤隆・森憲一・森貴子・中村雄一・中川貴之, 「感情に焦点をあてたハイパフォーマンスチーム特性の交流分析による可視

化 ～ネクストワールド・サミットにおける会社を超えた半年間の実践的人材育成研修後の振り返り分析～」, 第 81 回次世代大学教育研究

会, 明治大学文明とマネジメント研究所（東京）, 2013 年 4 月 20 日. 

376. 阪井和男・内藤隆・森憲一・森貴子・中村雄一・中川貴之, 「感情に焦点をあてたハイパフォーマンスチーム特性の交流分析による可視化 ～

会社を超えた半年間の実践的人材育成研修後の振り返り分析～」, 2013 年度サービス学会第 1 回国内大会（同志社大学）, 2013 年 4 月 10 日. 

377. *阪井和男・内藤隆，「感情によるワークショップ効果測定法の提案 ～創造的なワークショップでは課題提起者の感情はどう変化するか

～」，電子情報通信学会思考と言語研究会，明治大学文明とマネジメント研究所，2013 年 2 月 22 日. 

378. *阪井和男，「次世代リベラルアーツとしての芸術思考 ～芸術思考が育む『生きる力』」～」，第一部「『芸術思考キャリアフォーラム山形』構想を考え

る」，第79 回次世代大学教育研究会「芸術思考シンポジウム in 山形」，東北芸術工科大学，2013 年2 月1 日. 

379. *戸田博人，「企業が求める社会人基礎力と芸術思考」，第一部「『芸術思考キャリアフォーラム山形』構想を考える」，第 79 回次世代大

学教育研究会「芸術思考シンポジウム in 山形」，東北芸術工科大学，2013 年 2 月 1 日. 

380.b*本間真，「就活革命としてのボストンキャリアフォーラム ～世界最大の日英バイリンガル就職イベントの紹介～」，第一部「『芸術思考キャリ

アフォーラム山形』構想を考える」，第 79 回次世代大学教育研究会「芸術思考シンポジウム in 山形」，東北芸術工科大学，2013 年 2 月 1 日. 

381. *有賀三夏（ファシリテーター）・阪井和男・奥田修史・戸田博人・本間真，パネルディスカッション「『芸術思考キャリアフォーラム山形』構想を考え

る」，第79 回次世代大学教育研究会「芸術思考シンポジウム in 山形」，東北芸術工科大学，2013 年2 月1 日. 

382. *永谷研一，「教育イノベーションの到達点としての芸術思考」，第二部「芸術思考は社会の役に立つのか？」，第 79 回次世代大学教育

研究会「芸術思考シンポジウム in 山形」，東北芸術工科大学，2013 年 2 月 1 日. 

383. *内藤隆，「身体表現としてのスポーツから芸術思考を考える」，第二部「芸術思考は社会の役に立つのか？」，第 79 回次世代大学教育

研究会「芸術思考シンポジウム in 山形」，東北芸術工科大学，2013 年 2 月 1 日. 

384. *栗山健，「日本の高等教育の最新動向 ～リベラルアーツ復興に向けた苦闘の現状～」，第二部「芸術思考は社会の役に立つのか？」，第

79 回次世代大学教育研究会「芸術思考シンポジウム in 山形」，東北芸術工科大学，2013 年 2 月 1 日. 

385. *原田康也，「芸術思考とメタファー：詩と数学と科学と」，第二部「芸術思考は社会の役に立つのか？」，第 79 回次世代大学教育研究会

「芸術思考シンポジウム in 山形」，東北芸術工科大学，2013 年 2 月 1 日. 

386. *森憲一，「芸術思考がビジネスに役に立つ理由」，第二部「芸術思考は社会の役に立つのか？」，第 79 回次世代大学教育研究会「芸

術思考シンポジウム in 山形」，東北芸術工科大学，2013 年 2 月 1 日. 

387. *庄司博幸，「芸術思考は後で効いてくる ～創造性と意志の教育現場より～」，第二部「芸術思考は社会の役に立つのか？」，第 79 回

次世代大学教育研究会「芸術思考シンポジウム in 山形」，東北芸術工科大学，2013 年 2 月 1 日. 

388. *阪井和男・有賀三夏，「生きる力を育む芸術思考 －知的能力の統合的な育成を目指して－」，情報コミュニケーション学会第 10 回研

究会（優秀発表賞），2012 年 10 月 6 日. 

389. *有賀三夏, 「アートの発信 －創作活動から見える表現の可視化－」, 情報コミュニケーション学会第10 回研究会, 明治大学, 2012 年10 月6 日. 

390. *阪井和男・有賀三夏，「知性と倫理 ～生きる力を育む芸術思考～」，第 71 回次世代大学教育研究会，岡山大学，2012 年 7 月 28 日. 

391. *坪田康・壇辻正剛，「Jigsaw reading activity を用いたスピーキング活動の試み」，第 71 回次世代大学教育研究会，岡山大学，2012 年7 月28 日. 

392. *原田康也，「技術（スキル）としての英文法（その 1）」，第 71 回次世代大学教育研究会，岡山大学，2012 年 7 月 28 日. 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 

・展示会 

「創造性開発研究センター2014 活動報告展」，やまがた藝術学舎（東北芸術工科大学），2015 年 3 月 21 日～4 月 4 日,来場

者数 203 名. 

「創造性開発研究センター2015 活動報告展」，東北芸術工科大学北側エントランス，2016 年 3 月 25 日～4 月 3 日,来場者数

159 名. 

・インターネットでの公開状況 

東北芸術工科大学創造性開発研究センター http://sozo.tuad.ac.jp/ 

Art in Life  http://artinlife.org/ 

次世代大学教育研究会  http://nextedu.chiegumi.jp/ 
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＜これから実施する予定のもの＞ 

・創造性開発研究センターでの研究発表の場を提供していた次世代大学教育研究会や情報コミュニケーション学会にて、関

連する研究発表は継続していく。 

・最終年度において、ハーバード大学のハワード・ガードナー氏、ペンステート大学のミンディ・コンハーバー氏（MIIM2016 国

際シンポ「多重知能理論の展開と深化」（明治大学駿河台キャンパス リバティタワー、2016 年 7 月 16 日招聘）を招聘し「国際

シンポジウム」の企画を記したが、実施には至らなかった。本プロジェクト解散後もハーバード大学、ペンステート大学との交

流・連携を図り研究は個人研究員単位で継続していく。 

 

１４ その他の研究成果等 

「１２ 研究発表の状況」で記述した論文、学会発表等以外の研究成果及び企業との連携実績があれば具体的に記入

してください。 また、上記１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付してください。 

※ 論文や学会発表等になじまない研究である場合は、本欄を充実させること 

＜社会人講座の開講＞ 

2014 年 7 月 22 日から 2015 年 3 月 28 日まで、東京藝術学舎（外苑キャンパス）において、計 10 回にわたって芸術思考を

テーマとする社会人講座「2014 年度 創造の時空学 ～芸術思考のインパクト～『芸術』に秘められたパワーの核心をさぐる連

続講座」<前期(5 回)><後期(5 回)>を開催した。 

＜山形県高等学校教諭との連携研究会＞ 

教員向け研究会と高校生対象 WS の実施を通して、デザイン思考教育に関心をもつ教員のネットワークづくりを進めるために、

｢探究型学習・デザイン思考に関わる研究会｣を設置し、2015 年 8 月 5 日、10 月 17 日、2016 年 2 月 14 日、8 月 5 日、2017 年 2

月 12 日の計 5 回にわたって実施した。参加教員は延べ 155 名で、内訳は普通科、工業科、農業科、商業科の高校教諭、県庁

高校教育課職員である。共通テーマを｢デザイン思考を教育に活かす｣とし、デザイン思考 WS 体験とともに、WS を振り返って｢探

究型学習へのデザイン思考の適用｣について検討してきた。これら 5 回の研究会の総括として、2017 年 10 月 21 日 22 日に、｢学

びの改革 334 プロジェクト 探究型学習研究大会｣を実施した。 

今後も、教員向け研究会を定期的に開催していく予定である。本研究会は初等中等教育において創造性と問題解決力の

育成に関わる教科横断的な試行の機会を拡げていくために、デザイン思考を活用した探究型学習を教育連携をテーマとし

て、山形県内外の各教育機関の垣根を越えた運動体を目指している。 

＜中学校・高等学校におけるデザイン思考に関わる授業実施＞ 

2016 年 4 月より 2018 年 1 月にかけて、以下の中学校、高等学校において、探究型学習へのデザイン思考の活用とのテー

マで授業を実施してきた。 

教育連携実績一覧 

2016 年 4 月 山形県立東桜学館中学校（計 7 回） 

2016 年 9 月 山形県立東桜学館高等学校（計 4 回） 

2017 年 5 月 山形県立山形中央高等学校 

2017 年 6 月 山形県立新庄南高等学校 

2017 年 12 月 山形県立山形東高等学校 

2018 年 1 月 埼玉県立芸術総合高等学校 

＜高等学校との教育連携協定の締結＞ 

2018 年度より、山形県立山形東高等学校との教育連携協定を結び、探究科を中心とした教育連携を実施していくこととなった。 

＜企業との連携による研究協力＞ 

多重知能理論ベースのアンケートを実装していた株式会社プライム・ラボ（代表取締役・大島伸矢）と株式会社アルム（代表

取締役・坂野哲平）と連携し、本研究のために多重知能分析アンケート票の無償提供を受け、さらにアンケートの妥当性の詳

細な検証資料も提供いただき研究発表を共同で行なっている。両社はすでに多重知能理論にもとづく日本語による自動アン

ケート集計システムを実装し、全国規模の塾「TOMAS」に通う小学生高学年を対象に株式会社アルム（代表取締役・坂野哲

平）でサービス提供しており、スポーツパフォーマンス測定会における小中学生を対象としたサービス提供も株式会社プライ

ム・ラボ（代表取締役・大島伸矢）によってなされていた。 

同社からは明治大学サービス創新研究所を通じてデータの提供を受けることができたため、同社が作成した多重知能アンケ

ートのテスト理論的な根拠が明らかにされ、学会発表論文として公開できた（論文*56、学会発表*272, 286, 288）。 

＜在学生・院生への研究インパクト＞ 

東北芸術工科大学の学生・卒業生が研究会・学会で論文を書き研究発表を行うという自律的な研究が進展した。2014 年 11

月以降、情報コミュニケーション学会において学部学生・院生と卒業生による発表 10 件（論文*393-402、学会発表*403-413）

がなされた。本プロジェクト採択前から頻繁にび次世代大学教育研究会や情報コミュニケーション学会を東北芸術工科大学に

おいて開催したことが、学生への研究インパクトとして有効であったことが判明した。 

＜学生による研究発表（論文）＞ 
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393. 佐藤緑, 2017 年度東北芸術工科大学コミュニティデザイン学科卒業研究 優秀賞, 「先生の試行錯誤と伴走するコーディネーター」,

（山形県立山形中央高等学校との教育連携を取り上げた卒業研究）, 2017 年 3 月．

394. *鈴木竜平, 「『発想・構想の能力』を伸ばす授業の研究」, 情報コミュニケーション学会第 12 回全国大会発表論文集, pp. 16-20，2015

年 2 月 28 日. （査読無）

395. *樋口早紀, 「社会で活きる芸術思考」, 情報コミュニケーション学会第 12 回全国大会発表論文集, pp. 48-51，2015 年 2 月 28 日. 研究奨励

賞（査読無）

396. *上遠野里香, 「芸術思考による可視化の実践 計画遂行編 ～Boston Children's Museum での活動を事例として～」, 情報コミュニケ

ーション学会第 12 回全国大会発表論文集, pp. 52-55，2015 年 2 月 28 日. 優秀発表賞（査読無）

397. *添野美生, 「芸術思考のもたらす、行動の可能性」, 情報コミュニケーション学会第 12 回全国大会発表論文集, pp. 56-59，2015 年 2

月 28 日. （査読無）

398. *甲斐未樹, 「生徒の関心・意欲を引き出す美術の授業の研究」, 情報コミュニケーション学会第 12 回全国大会発表論文集, pp. 70-75，

2015 年 2 月 28 日. （査読無）

399. *斉藤康雄・布川光郷, 「芸術思考を利用したキャリア講座と講座から派生した学生の課外活動についての一考察」, 情報コミュニケーシ

ョン学会第 12 回全国大会発表論文集, pp. 106-109，2015 年 2 月 28 日. （査読無）

400. *川元里紗, 「芸術思考と自己の成長」, 情報コミュニケーション学会第 12 回全国大会発表論文集, pp. 110-111，2015 年2 月28 日. （査読無）

401. *斉藤康雄・長谷川裕・布川光郷, 「アドバンスト山形講座の現状と今後についての考察」, 情報コミュニケーション学会第 15 回研究会発

表論文集, pp. 21-26, 2014 年 11 月 8 日. （査読無）

402. *上遠野里香, 「芸術思考による可視化の実践」, 情報コミュニケーション学会第 15 回研究会発表論文集, pp. 27-32, 2014 年 11 月 8

日. （査読無）

＜学生・院生・卒業生による研究発表（学会発表）＞ 
403. *斉藤康雄・布川光郷, 「芸術思考を利用したキャリア講座と講座から派生した学生の課外活動についての一考察」, 情報コミュニケーシ

ョン学会第 12 回全国大会，東北芸術工科大学, 2015 年 3 月 1 日.

404. *川元里紗, 「芸術思考と自己の成長」, 情報コミュニケーション学会第 12 回全国大会，東北芸術工科大学, 2015 年3 月1 日.

405. *鈴木竜平, 「『発想・構想の能力』を伸ばす授業の研究」, 情報コミュニケーション学会第 12 回全国大会，東北芸術工科大学, 2015 年2 月28 日.

406. *樋口早紀, 「社会で活きる芸術思考」, 情報コミュニケーション学会第 12 回全国大会，東北芸術工科大学, 2015 年 2 月 28 日.

407. *上遠野里香, 「芸術思考による可視化の実践 計画遂行編 ～Boston Children's Museum での活動を事例として～」, 情報コミュニケ

ーション学会第 12 回全国大会，東北芸術工科大学, 2015 年 2 月 28 日.

408. *添野美生, 「芸術思考のもたらす、行動の可能性」, 情報コミュニケーション学会第 12 回全国大会，東北芸術工科大学, 2015 年 2 月 28 日.

409. *甲斐未樹, 「生徒の関心・意欲を引き出す美術の授業の研究」, 情報コミュニケーション学会第 12 回全国大会，東北芸術工科大学,

2015 年 2 月 28 日.

410. *斉藤康雄・長谷川裕・布川光郷, 「アドバンスト山形講座の現状と今後についての考察」, セッション 2「芸術思考 2」, 情報コミュニケー

ション学会第 15 回研究会, 東北芸術工科大学, 2014 年 11 月 8 日.

411. *上遠野里香, 「芸術思考による可視化の実践」, セッション 2「芸術思考 2」, 情報コミュニケーション学会第 15 回研究会, 東北芸術工

科大学, 2014 年 11 月 8 日.

412. *東北芸術工科大学チュートリアル学生有志"Team Art in Life", 「Let's Try ～私たちにとっての芸術思考～」, 第 91 回次世代大学教

育研究会, 2014 年 2 月 1 日.

＜学生による研究発表（受賞）＞ 
413. *佐藤緑, 2017 年度東北芸術工科大学コミュニティデザイン学科卒業研究 優秀賞 「先生の試行錯誤と伴走するコーディネーター」,

2017 年 3 月.

＜受賞＞ 
414. 原田康也, 早稲田大学ティーチングアワード（2016 年度秋学期）受賞, 早稲田大学ティーチングアワード受賞者一覧（2016 年度秋学

期）(https://www.waseda.jp/inst/ches/news/2017/08/08/1540/), 対象授業：日本語教育研究科設置・応用言語学研究, 発表年月日：

2017 年 8 月 8 日.

415. 原田康也, 科学研究費助成事業審査委員平成 28 年度表彰者, 日本学術振興会, 審査委員の表彰 平成 28 年度表彰者一覧

(http://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/26_hyosho/hyousyou_2016.html), 発表年月日：2016 年 9 月 30 日.

416. *柚木泰彦・片上義則・有賀三夏・古藤浩・早野由美恵・三橋幸次・渡部桂, 日本デザイン学会第 63 回春季研究発表大会 グッドプレゼン

テーション賞「児童の協働による課題解決型ワークショップのプログラム開発」, 長野大学, 2016 年 7 月 1 日～3 日.

417. 渡部泰山，平成 27 年度山形大学ベストティーチャー賞，山形大学, 2016 年 3 月.

418. *秋山ゆかり・有賀三夏・阪井和男, 情報コミュニケーション学会第12 回全国大会研究奨励賞「新規事業を生み出す芸術思考」, 2015 年2 月28 日. 

419. *村山眞理・有賀三夏・池田知之, 情報コミュニケーション学会第 12 回全国大会研究奨励賞「芸術思考を育む『場』」の構築－大学間連

携による授業実践の報告」，2015 年 2 月 28 日.

420. Nakamura, Chie, Arai, Manabu, Harada, Yasunari & Hirose, Yuki, "L2 learners' use of verb subcategorization information in processing
filler-gap dependencies," 第 14 回日本第二言語習得学会年次大会（J-SLA2014）, 関西学院大学西宮上ヶ原キャンパス, 2014 年 5 月 31

日. 【2014 年度 J-SLA 優秀口頭発表賞】

421. 戸田博人・香山裕子・西村りさ・三橋朋子・小田有希子・是永綾子,日本 e-Learning 学会,2013 年度（10 周年記念）学術講演会優秀賞,日本 e-

Learning 学会,セッションⅡ-１,「学習履歴分析による e-Learning コースタイプ別学習者特性調査」,2013 年 11 月 22 日.

422. *阪井和男・有賀三夏，「生きる力を育む芸術思考 －知的能力の統合的な育成を目指して－」，情報コミュニケーション学会第 10 回研

究会（優秀発表賞），2012 年 10 月 6 日.
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＜作品展＞ 
423. 青山ひろゆき， 「青山ひろゆき展」, ART FAIR TOKYO(Gallery SEIZAN Booth), 東京国際フォーラム, 2018 年3 月9 日～3 月11 日. 

424. 深井聡一郎, トーク「教育現場とマーケット」, アーツ千代田 3331, 2018 年 3 月 8 日. 

425. 深井聡一郎, 「SYMPHONY」, REIJINSHA GALLERY, 2018 年 3 月 2 日～16 日.（グループ展） 

426. 深井聡一郎, 「ジョウモン・アート展〜縄文の美と心」, 東北芸術工科大学, 2018 年 1 月 22 日～27 日.（グループ展） 

427. 深井聡一郎, 「漂泊之碑／floating monuments 下道基行展」, 東北芸術工科大学, 2017 年 11 月 17 日.（研究会） 

428. 深井聡一郎, 「素材の展望 2017」, 東北芸術工科大学, 201７年 11 月 11 日～11 月 19 日.（グループ展） 

429. 吉賀伸, 「彫刻五・七・五―かたちで詠む春夏秋冬―」, 女子美アートミュージアム 神奈川県相模原市, 2017 年11 月8 日～28 日.（グループ展） 

430. 吉賀伸, 「第 7 回次代を担う彫刻家たち展」, 長泉院付属現代彫刻美術館, 東京都目黒区, 2017 年 10 月 28 日～12 月 17 日.（グループ展） 

431. 渡部泰山, 「上村隆士展―いつか見た風景いつか見たまなざし」企画運営, アトリエ・山形現代美術館, 2017 年 10 月 27 日～11 月 12 日. 

432. 青山ひろゆき， 「竹とんぼでアート空間を作ろう！」, スペースアルテマイスター, 2017 年 10 月 15 日. 

433. 青山ひろゆき， 「青山ひろゆき展−あの時といま−」, スペースアルテマイスター, 2017 年 10 月 1 日～11 月 5 日. 

434. 深井聡一郎, トーク「大学院レビュー 田久保静香×深井聡一郎」, アーツ千代田 3331, 2017 年 9 月 30 日. 

435. 渡部泰山, 「池田正展―ふたたび始まりの光景」企画運営, アトリエ・山形現代美術館, 2017 年 9 月 23 日～10 月 21 日. 

436. 深井聡一郎, トーク「TOHOKU CALLING」, アーツ千代田 3331, 2017 年 9 月 19 日. 

437. 深井聡一郎, 「2017 アジア現代陶芸展」, 愛知県陶磁器美術館, 2017 年 8 月 31 日～10 月 22 日.（グループ展） 

438. 深井聡一郎, 「AGAIN-ST 7th OUTBOUND 彫刻シンポジウム外伝」, 金沢美術工芸大学, 2017 年 8 月 18 日～9 月 1 日（滞在制作）,9

月 2 日〜5 日.（グループ展） 

439. 渡部泰山, 「中原淳展―車輪の唄」企画運営, アトリエ・山形現代美術館, 2017 年 8 月 12 日～8 月 26 日. 

440. 青山ひろゆき， 「われらの地平線」, 日本橋三越, 2017 年 7 月 26 日～8 月 1 日. 

441. 青山ひろゆき， 「青山ひろゆき展−ときのながめ−」, アートスペース泉, 2017 年 7 月 19 日～29 日. 

442. 青山ひろゆき， 「創作プログラム―不思議な模様と色彩―」, 福島県立美術館, 2017 年 7 月 15 日. 

443. 渡部泰山, 「鈴木満の世界展」企画運営, アトリエ・山形現代美術館, 2017 年 5 月 21 日～6 月 25 日. 

444. 吉賀伸・深井聡一郎, 「AGAIN-ST 第6 回展 平和の彫刻」, NADiff Gallery 東京都目黒区, 2017 年4 月1 日～23 日.（グループ展） 

445. 青山ひろゆき， 「青山ひろゆき展 l きらり−」, 仙台三越, 2017 年 3 月 22 日～3 月 28 日. 

446. 青山ひろゆき， 「てんてんてん」, 山脇美術専門学院, 2017 年 1 月 11 日～1 月 21 日. 

447. 青山ひろゆき, 館蔵展（喜多方市立美術館/福島），2016.（グループ展） 

448. 深井聡一郎, 「2016 アジア現代陶芸展」, 国立台湾工芸研究発展中心 地方工芸館及工芸設計館, 2016 年 11 月 27 日～2017 年 1 月

15 日.（グループ展） 

449. 青山ひろゆき， 「児童の意欲を高める絵画指導のあり方」, 鶴岡市立朝暘第二小学校, 2016 年 8 月 31 日. 

450. 青山ひろゆき， 「アート体験！神さま竹トンボづくり」, 八槻都々古別神社, 主催棚倉町教育委員会, 2016 年 8 月 27 日. 

451. 深井聡一郎, 「2016 アジア現代陶芸展」, 国立台湾工芸研究発展中心 台湾当代工芸設計分館, 2016 年 8 月 20 日～11 月 20 日.（グ

ループ展） 

452. 青山ひろゆき， 「ART NEETING 田人の森に遊ぶ 2016」, 福島県, 2016 年 7 月 30 日～8 月 20 日. 

453. 青山ひろゆき， 「ニュースター達の美術展」, 阪急うめだ本店ギャラリー 2016 年 7 月 6 日～7 月 11 日. 

454. 吉賀伸, 「変容する態、もしくは相」, スペース・S 東京都三鷹市, 2016 年 5 月 7 日～22 日.（グループ展） 

455. 深井聡一郎, 「東北アートの博物学」, 蔦屋書店２号館２F Anjin, 2016 年 5 月 10 日～7 月 5 日.（グループ展） 

456. 深井聡一郎, 「変容する態、もしくは相」, スペース S, 2016 年 5 月 7 日～22 日.（グループ展） 

457. 有賀三夏, ボストン・チルドレンズ・ミュージアム,Boston USA, グループ作品展示・企画「Art & Friendship from Tohoku Japan/Trees 

Make Happiness」, 2016 年 3 月 8 日～10 月 31 日. 

458. 深井聡一郎, トーク「HAGISO トーク 森司×宮崎晃吉×宮島達男×深井聡一郎」, HAGISO, 2016 年 3 月 6 日. 

459. 青山ひろゆき, 「青山ひろゆき展」, 靖山画廊, 2016 年 02 月 12 日～2 月 27 日. 

460. 深井聡一郎, 「2015 アジア現代陶芸展」, 中国美術大学美術館, 2015 年 11 月 7 日～17 日.（グループ展） 

461. 吉賀伸, 「第 6 回次代を担う彫刻家たち展」, 長泉院付属現代彫刻美術館, 東京都目黒区, 2015 年 10 月 24 日～12 月 20 日.（グループ展） 

462. 青山ひろゆき, 「青山ひろゆき展 －地境－」, 最上徳内記念館, 2015 年 10 月 16 日～11 月 17 日. 

463. 有賀三夏, Out of the Blue, 「Darumas World」作品展示（アメリカ・ボストン）, 2015 年 9 月 10 日～2016 年 3 月 30 日. 

464. 吉賀伸, 「緑の中の小さな彫刻展 vol.４」, ギャラリー華, 東京都港区, 2015 年 9 月 5 日～9 月 29 日.（グループ展） 

465. 有賀三夏, 作品展示「3 匹のだるまたち」, ホスピタルアートに関する展示, 日本海総合病院（山形県酒田市）, 2015 年 8 月 29 日～現

在. http://www.nihonkai-hos.jp/hospital/ 

466. 青山ひろゆき, 「青山ひろゆき展 －またたき－」, アートスペース泉, 2015 年 7 月 25 日～8 月 9 日. 

467. 深井聡一郎, 「2015 彫刻の 5・7・5 展」, チェンマイ市アート＆カルチャーセンター, 2015 年 7 月 5 日～17 日.（グループ展） 

468. 青山ひろゆき, 「青山ひろゆき展 －耀－」, 喜多方市立美術館, 2015 年 4 月 25 日～5 月 24 日. 



（様式 2） 

法人番号 ０６１００１

プロジェクト番号 Ｓ１３１１００１

469. 青山ひろゆき, 「たいせつなもの展 水」，靖山画廊（東京），あいづまちなかアートプロジェクト 2015（會津稽古堂/福島），2015.（グループ展）

470. 有賀三夏, ボストン・チルドレンズ・ミュージアム, グループ作品展示・企画「Art & Friendship from Tohoku Japan/ Bottom Monster's

Friends」, 2015 年 3 月 12 日～7 月 31 日.

471. 澤口俊輔, The Westin Art Showcase Exhibition vol.9 澤口俊輔 ｢Essay｣, ウェスティンホテル仙台（宮城県仙台市）, 2015 年 1 月 17 日

～2015 年 2 月 26 日.

472. 深井聡一郎, 「ヤマノカチノモノガタリ[地域文化遺産の保存と伝承]」, 山形県郷土館文翔館, 2014 年 12 月 13 日～23 日.

473. 渡部泰山，舞台公演(脚本・舞台監督)「東北幻野版・四谷怪談」，新庄市民文化会館，2014 年 11 月 9 日～10 日.

474. 渡部泰山，東北幻野第 32 回演劇公演「東北幻野版 銀河鉄道の夜」制作，新庄市民文化会館，2014 年 9 月 27 日～28 日.

475. 渡部泰山，美術展「村上滋郎展」企画運営，アトリエ・山形現代美術館，2014 年 9 月 26 日～10 月 26 日.

476. 澤口俊輔,「震災と表現：共有するためのメタファー」,気仙沼リアス・アーク美術館（宮城県気仙沼市）,2014 年 9 月 17 日～11 月 3 日.（グ

ループ展）

477. 吉賀伸, 「緑の中の小さな彫刻展 vol.３」, ギャラリー華, 東京都港区, 2014 年 9 月 6 日～9 月 27 日.（グループ展）

478. 青山ひろゆき, 「青山ひろゆき展」, YOKOI FINE ART, 2014 年 8 月 22 日～9 月 6 日.

479. 吉賀伸, 個展「UNFORMED SENSES」, 日本橋髙島屋美術画廊 X, 東京都中央区, 2014 年 8 月 6 日～8 月 18 日.

480. 青山ひろゆき, 「青山ひろゆき展」, GALLERY IDF, 2014 年 7 月 26 日～8 月 10 日.

481. 吉賀伸, 「AGAIN-ST 4th EXHIBITION SCULPTURE IS (NOT) ORNAMENTS . 置物は彫刻か？」, 東北芸術工科大学, 2014 年 6 月

10 日～20 日.（グループ展）

482. 深井聡一郎, 「AGAIN-ST 4th EXHIBITION SCULPTURE IS (NOT) ORNAMENTS . 置物は彫刻か？」, 東北芸術工科大学, 2014 年

6 月 10 日～20 日.（グループ展）

483. 有賀三夏, 山形市蔵王倫理法人会 10 周年記念 「こまりん」 マスコットキャラクター, ロゴマーク制作, 山形市蔵王倫理法人会, 2014 年6 月.

484. 青山ひろゆき, 「玄玄展」（LATOV／福島），「ART NAGOYA 2014 」(（ウェスティンナゴヤキャッスル 9F フロア／名古屋），第 29 回国

民文化祭あきた 2014 招待出品（秋田県立美術館／秋田），2014.（グループ展）

485. 渡部泰山，舞台公演・演出/かむてん子ども劇場総括指導「かむてんとよだかの星」，新庄市民ブラザ大ホール，2014 年 1 月 12 日.

486. 深井聡一郎, 「TUAD mixing! 2013 秘境、その芸術表現」,東北芸術工科大学, 2013 年 11 月 20 日～29 日.

487. 深井聡一郎, 「素材の展望 2013」, 東北芸術工科大学, 2013 年 11 月 9 日～16 日.

488. 深井聡一郎, 「『モノ』再考」, 武蔵野美術大学, 2013 年 10 月 10 日～10 月 19 日.

489. 澤口俊輔, 「宮城県芸術祭 第50 回記念企画展」, せんだいメディアテーク, 宮城県仙台市, 2013 年10 月4 日～9 日.（グループ展）

490. 深井聡一郎, 「AGAIN-ST 3rd EXHIBITION DEPENDENT SCULPTURE ―彫刻を支える物は何か―」, 東京藝術大学, 2013 年 9 月

25 日～10 月 5 日.

491. 澤口俊輔, 「宮城県芸術祭 第50 回記念企画展」, せんだいメディアテーク（宮城県仙台市）, 2013 年10 月4 日～9 日.（グループ展）

492. 深井聡一郎, 「AGAIN-ST 3rd EXHIBITION DEPENDENT SCULPTURE ―彫刻を支える物は何か―」, 東京藝術大学, 2013 年 9 月

25 日～10 月 5 日.

493. 古賀伸, 東北芸術工科大学教員作品展「ギフト・オブ・ネイチャー」, やまがた藝術学舎展覧会シリーズ no. 1, やまがた藝術学舎, 2013

年 8 月 6 日～9 月 18 日.

494. 青山ひろゆき, 「青山ひろゆき －虹色スイッチ－」アートスペース泉, 2013 年 7 月 13 日～23 日.

495. 青山ひろゆき, 「気韻」（ARTISLONG GALLERY＋KUNSAZT／京都），「てとてと展」（アルテピアッツァ美唄/北海道），2013. （グループ展）

496. 有賀三夏, Boston USA, Out of the Blue Art Gallery, 作品展示, 常設展示継続, 2013～2016.

＜メディア（記事・放送等）＞ 
497. 渡部泰山, 書評『詩神たちへの恋文』, 山形新聞, 2017 年 11 月 1 日.

498. 渡部泰山, 書評『特高に奪われた青春』―「甦る平和主義言語学者の生涯」, 山形新聞・朝刊, 2017 年 10 月 4 日.

499. 渡部泰山, 「やまがた再発見 371・加藤松溪(下)」, 山形新聞・朝刊, 2017 年 9 月 3 日.

500. 渡部泰山, 「やまがた再発見 370・加藤松溪(上)」, 山形新聞・朝刊, 2017 年 8 月 27 日.

501. 渡部泰山, 「勝手に東北世界遺産―斎藤秀一の獄中で刻まれた 21 枚の薬包紙」, 朝日新聞東北全県版, 2017 年 3 月 4 日.

502. 渡部泰山, 平成 28 年度山形県高等学校新聞コンクール縮刷版冊子・講評「人間としての深み」, 山形県高等学校文化連盟新聞専門

部発行, 2017 年 2 月.

503. 澤口俊輔, 山形新聞, 日曜インタビュー 「こどもと交流 表現を学ぶ」, 2016 年.

504. 渡部泰山, 「やまがた再発見 327・シャルロット・ぺリアン(下)」,  山形新聞・朝刊, 2016 年 11 月 6.

505. 渡部泰山, 「やまがた再発見 327・シャルロット・ぺリアン(中)」,  山形新聞・朝刊, 2016 年 10 月 30.

506. 渡部泰山, 「やまがた再発見 327・シャルロット・ぺリアン(上)」,  山形新聞・朝刊, 2016 年 10 月 23.

507. 渡部泰山, 「世界的土方巽没後 30 年―故郷羽後へ祖霊回帰・鎌鼬美術館開館」, 山形新聞朝刊文化欄, 2016 年 10 月 21 日.

508. 渡部泰山, 「勝手に東北世界遺産―川底に光る文政小判」, 朝日新聞東北全県版, 2016 年 10 月 15 日.

509. 官宏, 「ICT 駆使、課題解決力磨く ～6 年間、どんな新しい教育を？～」, 朝日新聞, 2016 年 5 月 7 日.

510. 渡部泰山, 「勝手に東北世界遺産―景観に宿る薬師三尊」, 朝日新聞東北全県版, 2016 年 4 月 2.
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511. 東北芸術工科大学創造性開発研究センター, 「自ら解決する力育む 東北芸工大 探究型学習研究会」, 毎日新聞,  2016 年3 月4 日.

512. 有賀三夏・永谷研一，「Art in Life 人生に芸術をどう使おうか？（芸術思考 創造的な暮らしを！）」，USTREAM 番組「発明家 永谷の

『教育イノベーション』」，第 33 回放送，2015 年 12 月 14 日.

513. 東北芸術工科大学創造性開発研究センター, 「県教委 芸工大と連携協定 課題探究型学習を推進」, 読売新聞, 2015 年11 月27 日.

514. 東北芸術工科大学創造性開発研究センター, 「東桜学館の授業開発 県教委 芸工大と連携協定」, 山形新聞, 2015 年 11 月 27 日.

515. 秋山ゆかり，「芸術思考と新規事業(下) ビジョンの具現化で成否」，日刊工業新聞，p. 4，2015 年 8 月 31 日.

516. 秋山ゆかり，「芸術思考と新規事業(上) 共通する創造のプロセス」，日刊工業新聞，p. 4，2015 年 7 月 27 日.

517. 有賀三夏，「アートセラピーが脳に効く」 , BS フジ「革新のイズム  ～イノベータの暴論～」 , 放送 21:55, 2015 年 5 月 2 日.

http://www.audi.jp/innovator/

518. 東北芸術工科大学創造性開発研究センター, 「新聞紙使いワークショップ 芸工大 できた！カラフル衣装」, 山形新聞, 2015 年 3 月 26 日.

519. 有賀三夏，おはよう日本, NHK 総合（東北６県域）, 放送 7:50, 2015 年 2 月 13 日.

520. 有賀三夏，やまがた６時, NHK 総合（山形県域）, 放送 18:15, 2015 年 2 月 12 日.

521. 東北芸術工科大学創造性開発研究センター, 「子どもの生きる力育む芸術思考 可能性シンポで考える」, 山形新聞, 2013 年12 月26 日.

522. 東北芸術工科大学創造性開発研究センター, 「芸術で 『生きる力』育む」, 山形新聞, 2013 年 10 月 5 日.

523. 有賀三夏・永谷研一，「人生に芸術をどう使おうか？（芸術思考とアートセラピー）」，USTREAM 番組「発明家 永谷の『教育イノベーショ

ン』」，第 8 回放送，2012 年 12 月 14 日.

＜講演＞ 
524. 阪井和男, 「結晶化ワールド・カフェ「教育×イノベーション×学会」」, 電子情報通信学会, TK-4 教育改革と学会の役割, TK-4-2 参

加型総合討論「会員のできる事」, 2018 年総合大会, 東京電機大学（東京千住キャンパス）, 2018 年 3 月 21 日.

525. 原田康也・平松裕子・阪井和男, 「口頭発表と共同討議：ドラえもんが教えてくれた？【討議】ドラえもんは何も教えない。」, 日本ビジネス
コミュニケーション学会, 日本ビジネスコミュニケーション学会 2017 年度第 2 回研究集会・第 140 回次世代大学教育研究会, 早稲田大学

（早稲田キャンパス）, 2018 年 3 月 18 日.

526. 阪井和男・山田夏子, 「対話型ワークショップ：オープン・スペース・テクノロジー＆グラフィックファシリテーションで考える「地域と共に学

びを深める教育活動」 」, 情報コミュニケーション学会第 15 回全国大会, 大手前大学さくら夙川キャンパス, 2018 年 3 月 11 日.

527. 阪井和男, 「イノベーション（理論）は本当に役に立つのか」, 国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（調布市）, 宇宙航空研究開

発機構, 2018 年 3 月 8 日.

528. 阪井和男, 「アクティブ・ラーニングとは何だろうか？ ～結晶化ワールド・カフェで体感する～」, 明治大学サービス創新研究所, 実教

出版社, 2018 年 2 月 28 日.

529. 國藤進・高野陽太郎・山口栄一・原田康也・阪井和男, 「創造性とアブダクション：アブダクションって何だろう」, 明治大学サービス創新

研究所, サービス創新研究会・第 139 回次世代大学教育研究会, 明治大学駿河台キャンパス, 2018 年 2 月 24 日.

530. 渡部泰山, 白鷹町コミュニティーセンター荒砥地区研究集, 第 55 回研究集会記念講演・語ろう会「子どもたちが輝ける荒砥の未来と地

域活性化」, 白鷹町, 2018 年 2 月 11 日.

531. 庄司博幸, 「一流大学に進むために、今、どんな勉強をしておくべきか」, 学習力創造アカデミー講演会, 学習力創造アカデミーつつじ

ヶ丘校, 2017 年.

532. 庄司博幸, 「どうしたら自分から勉強する子になるか――二つの心理学実験と二つの寓話――」, 学習力創造アカデミー講演会, 学習

力創造アカデミーつつじヶ丘校, 2017 年 11 月 25 日.

533. 阪井和男, 「若年層人材還流で地域エコシステムは創造されるか？」, 明治大学, 異ノベーションフォーラム「地方創生の現在」（テー
マ：震災復興から地方創生へ。東日本から西日本まで ?実践的研究＆学外実習を通した大学の役割と可能性を探る?）, 明治大学アカデ

ミックフォーラム「明治大学, 次の一手！！」, 明治大学駿河台キャンパス, 2017 年 11 月 23 日.

534. 阪井和男, 「「信州エクスターンシップ 2017」における「キャリア教育プログラム」としての成果報告 多重知能理論による教育インパクトの

定量的推定方法の提案」, 長野県若年層人材戦略研究会, 第 4 回研究会, JA 長野中央会, 2017 年 11 月 20 日.

535. 渡部泰山, 「今、考える最上川と地域の交流」パネルディスカッション・コーディネータ―, 白鷹町あゆーむ, 2017 年 11 月 19 日.

536. 阪井和男, 「パネルディスカッション/ 図書館が地域にもたらす未来の学びと知的空間づくり」, 図書館総合展運営委員会, 第 19 回図

書館総合展, パシフィコ横浜, TRC 図書館流通センター, 2017 年 11 月 8 日.

537. 阪井和男, 「体験！知的エンタメ～学びのワークショップ～スマートホーム壁が話したら」, 図書館総合展運営委員会, 第 19 回図書館

総合展, パシフィコ横浜, TRC 図書館流通センター, 2017 年 11 月 8 日.

538. 古藤浩, 人口推計に基づく人口減少・少子高齢社会に向けた取組み, 平成 29 年度大都市企画主管者会議 基調講演, ホテルモント

レー仙台, 2017 年 11 月 2 日.

539. 阪井和男, 「スマートホーム壁が話したら」, TRC 図書館流通センター, 体験！知的エンタメ ～学びのワークショップ～ , 下落合図書

館, 2017 年 10 月 29 日.

540. 渡部泰山, 天童市津山公民館大会講演「地域で生きる、人と生きる」, 天童市教育委員会, 2017 年 10 月 28 日.

541. 渡部泰山, 鶴岡管内生徒指導関係者「地域で守り育てる青少年―現代と子どもたちと共に地域の大人ができること」, 2017 年 10 月 25 日.

542. 原田康也, 「早稲田大学法学部における英語教育：英語で質問ができる運用能力の涵養をめざして」, Cengage Learning, 早稲田大学,

2017 年 10 月 21 日.

543. 渡部泰山, 対談「池田正展」池田正×大原螢, アトリエ・山形現代美術館, 2017 年 10 月 14 日.

544. 阪井和男, 「ドラッカーの 5 つの質問による 事業戦略の設計 ～総務省お試しサテライトオフィス事業における  京丹後サテライトオフィ
ス誘致戦略策定委員会の事例～」, ドラッカー学会, 2017 年度ドラッカーの小さな学校, 「ドラッカー思想とマネジメントの現代的な意義」,
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明治大学駿河台キャンパス, 2017 年 9 月 30 日. 

545. 阪井和男, 「新規事業の成功確率は 5%程度 突出した人材の失敗を許容できるか」, ダイヤモンド社, Going Digital, DIAMOND ハーバ

ード・ビジネス・レビュー, 2017 年 9 月 28 日.

546. 有賀三夏, 「芸術思考を活かした地域活性化の取組みについて」, あいづグローバル・ブランディング戦略 キックオフ・ワークショップ

～イノベーション塾 2017 に向けて～, 会津大学, 2017 年 9 月 21 日.

547. 阪井和男, 「會津熱中塾が 目指すべき 5 年後の未来  ～結晶化ワールド・カフェで考える～」, 熱中小学校, 會津熱中塾, 福島県立

博物館（福島県会津若松市）, 2017 年 9 月 17 日.

548. ファシリテーター・阪井和男, 「酪農産業の可能性！その多様性を考える」, インカレねむろ事業推進協議会（根室市・羅臼町・標津町・

中標津町・別海町）（別海町産業振興部商工観光課）, 酪農エクスターンシップ研究発表フォーラム, インカレねむろ・大学等研究モデル事

業, 別海町マルチメディア館, 2017 年 9 月 16 日.

549. 有賀三夏, 「アート活動による能力開発の実践報告」, 日本認知科学会第 34 回大会 OS15 実践の中のデザイン・創造研究 実践と研

究のマッピング, 金沢大学, 2017 年 9 月 13 日.

550. 阪井和男, 「本気のフィードバック ～エクスターンシップ・オリエンテーション～」, インカレねむろ事業推進協議会（根室市・羅臼町・標

津町・中標津町・別海町）, インカレねむろ・大学等研究モデル事業, 別海町酪農研修牧場, 2017 年 9 月 11 日.

551. 阪井和男, 「本気のコミュニケーション ～エクスターンシップ・オリエンテーション～」, インカレねむろ事業推進協議会（根室市・羅臼

町・標津町・中標津町・別海町）（別海町産業振興部商工観光課）, インカレねむろ・大学等研究モデル事業, 別海町酪農研修牧場, 2017

年 9 月 11 日.

552. 渡部泰山, 最上川フォーラム 229 講話「地域文化運動の喜びと厳しさ」, 白鷹町下山公民館, 2017 年 9 月 11 日.

553. 阪井和男, 「オープンスペーステクノロジー ～ わたしが創る大学の魅力～」, 私立大学キャンパスシステム研究会, 2017 年度分科会

合同研修会, 松代ロイヤルホテル, 2017 年 8 月 31 日.

554. 阪井和男, 「信州エクスターンシップ オリエンテーション ～本気のコミュニケーション～」, 長野県（産業労働部）・NPO 法人 夢のデザ

イン塾, 信州エクスターンシップ, JA 長野県総合研修所, 2017 年 8 月 27 日.

555. 阪井和男, 「オープンスペーステクノロジー ～ 「私」がつくる共創教育～」, 明治大学情報基盤本部, 第 4 回共創教育サロン, 明治大

学グローバルフロント 3 階 403N 教室, 2017 年 8 月 21 日.

556. 澤口俊輔, 震災復興支援活動 「あそびのえんにち in 石巻」, https://vimeo.com/253213392, 2017 年 8 月 20 日 (2011 年・2012・

2013・2014・2015・2016 実施).

557. 阪井和男, 「授業カイゼンと FD」, 株式会社ディスコ, 第 7 回 C-Learning セミナー「授業カイゼンと FD」, 株式会社ディスコ（東京・飯田

橋） , 2017 年 7 月 26 日.

558. 阪井和男, 「正課外活動に威力を発揮するラーニング・マネジメント・システム「C-Learning」を活用する」, 第 7 回 C-Learning セミナー,

株式会社ディスコ（東京・飯田橋） , 2017 年 7 月 26 日.

559. 阪井和男, 「信州エクスターンシップ事前教育： 本気のコミュニケーション ～大人と本気で向き合うのって, カッコいい～」, NPO 夢のデザイ

ン塾・明治大学社会イノベーション・デザイン研究所, 2017 信州エクスターンシップ・事前教育, 青山学院大学青山キャンパス, 2017 年 7 月15 日.

560. 澤口俊輔・和多利浩一・岩井優・キュンチョメ・成瀬正憲, リボーンアート・フェスティバル［Reborn-Art Dialogue］ ＜登壇者＞, せんだい

メディテーク オープンスクエア, 2017 年 7 月 12 日.

561. 阪井和男, 「魚津エクスターンシップに参加する 君たちと成し遂げたいこと ～魚津市農商工連携インターンシップ事業～」, JA 共済総合研

究所・明治大学社会イノベーション・デザイン研究所, 魚津エクスターンシップ準備会, 魚津市役所, 2017 年 7 月 10 日.

562. 阪井和男, 「魚津エクスターンシップに参加する 君たちと成し遂げたいこと ～魚津市農商工連携インターンシップ事業～」, JA 共済総

合研究所・明治大学社会イノベーション・デザイン研究所, 魚津エクスターンシップ事前教育, 明治大学和泉キャンパス, 2017 年 7 月 4 日.

563. 阪井和男, 「信州エクスターンシップ事前教育： 本気のコミュニケーション ～大人と本気で向き合うのって, カッコいい～」, NPO 夢のデザイ

ン塾・明治大学社会イノベーション・デザイン研究所, 2017 信州エクスターンシップ・事前教育, 信州大学工学部（長野市）, 2017 年 6 月 28 日.

564. 有賀三夏, 福井大学文京キャンパス, 実践し考察するコミュニティ実践研究 ポスター発表 福井ラウンドテーブル 2017 Summer

Sessions, 2017 年 6 月 23 日～25 日.

565. 阪井和男, 「信州エクスターンシップ事前教育： 本気のコミュニケーション ～大人と本気で向き合うのって, カッコいい～」, NPO 夢のデザイ

ン塾・明治大学社会イノベーション・デザイン研究所, 2017 信州エクスターンシップ・事前教育, 明治大学駿河台キャンパス, 2017 年 6 月 19 日.

566. 阪井和男, 「絶滅危惧種ってなんだ!?」, TRC 図書館流通センター, "Think Aloud"ワークショップ フランス AFP 通信社の最新海外ニュ

ースコンテンツで環境問題について考え, そして語る！, 下落合図書館, 2017 年 6 月 4 日.

567. 阪井和男, 「『ワールド・カフェ』方式のワークショップを開催しよう！」, TRC 図書館流通センター, 第 1 回イベント企画研修, TRC 本社,

2017 年 6 月 1 日.

568. 原田康也, 「英語教育の情報化：我々は今どこまで来たのか」, 「第二部：英語教育と情報教育はいかに統合されるべきか」, 立教大学

英語教育研究所主催公開講演会, 立教大学池袋キャンパス 8 号館 8506 教室, 2017 年 5 月 27 日.

569. 原田康也, 「英語教育の情報化：我々は今どこまで来たのか」, 「第一部：教育の情報化は英語学習をどう変えたか」, 立教大学英語教

育研究所主催公開講演会, 立教大学池袋キャンパス 8 号館 8506 教室, 2017 年 5 月 27 日.

570. 齋藤和紀・阪井和男・野口功一, 「今、企業に新たに求められている成功の要件 ～イノベーションはなぜ進まないのか～」, PwC Japan グルー

プ, グローバルメガトレンドセッション－イノベーション, Value Navigator, Spring 2017, pp. 16-17, 2017 年5 月1 日.

571. 阪井和男, 「十勝さらべつ熱中小学校が 目指すべき 5 年後の未来  ～結晶化ワールド・カフェで考える～」, 十勝さらべつ熱中小学

校, 旧十勝南部農業開発事業所跡地（北海道河西郡更別村）, 2017 年 4 月 29 日.

572. 阪井和男, 「結晶化ワールド・カフェ「共創教育サロンの設立について」」, 明治大学情報基盤本部, 共創教育サロン, 明治大学駿河台

キャンパス, 2017 年 4 月 17 日.

573. 阪井和男・池田啓実・早川政宏・松井秀夫・坂知樹・鈴木賞子・内藤邦男・川井真・高木英彰・川尻知弥, 「［公開ワークショップ］農山漁
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村地域の再生・活性化に向けた若年層の地方人材還流戦略 ～首都圏大学生を対象とした地域滞在型就業体験“信州エクスターンシッ

プ”から見えてきたこと～」, 日本農民新聞社, 日本農民新聞, 第 3１48 号, 第３面, 2017 年 4 月 5 日. 

574. 阪井和男, 「［基調報告］信州エクスターンシップの航跡」, 日本農民新聞社, 日本農民新聞, 第3１48 号, 第３面, 2017 年4 月5 日.

575. 原田康也, 「調書作成に関する最後から二番目の真実：科学研究費助成事業審査委員平成 28 年度表彰者の視点から」, 2017（H29）
年度科学研究費助成事業科研費「研究活動スタート支援」応募説明会, 早稲田大学研究推進部研究支援課主催, 早稲田大学 27 号館地

下 2 階小野記念講堂, 2017 年 3 月 31 日.

576. 渡部泰山, 山形倫理法人会講話「桜と父」, 山形グランドホテル, 2017 年 3 月 29 日.

577. 阪井和男, 「座長」, 電子情報通信学会, 多重知能理論シンポジウム：日本における多重知能理論の展開と未来, 2017 年度総合大会

（名城大学天白キャンパス）, 2017 年 3 月 22 日.

578. 阪井和男・池田啓実・早川政宏・松井秀夫・坂知樹・鈴木賞子・内藤邦男・川井真・高木英彰・川尻知弥, 「［公開ワークショップ］農山漁村

地域の再生・活性化に向けた若年層の地方人材還流戦略 ～首都圏大学生を対象とした地域滞在型就業体験“信州エクスターンシップ”から

見えてきたこと～」, JA 共済総合研究所, 平成 28 年度 JA 共済総研セミナー, JA 共済ビルカンファレンスホール, 2017 年 3 月 17 日.

579. 阪井和男, 「［基調報告］信州エクスターンシップの航跡」, JA 共済総合研究所, 平成 28 年度 JA 共済総研セミナー, JA 共済ビルカンフ

ァレンスホール, 2017 年 3 月 17 日.

580. 阪井和男, 「八丈島の１０年後  ～ワールド・カフェで考える～」, 熱中小学校, 八丈島熱中小学校, 八丈町役場多目的ホール「おじゃ

れ」, 東京都八丈島八丈町, 2017 年 3 月 11 日.

581. 阪井和男, 「学生たちよ 正しく苦しめ！ 大人と本気でぶつかることこそ意義がある」, カシヨキャリア開発センター, 信州エクスターンシ

ップマガジン, 第 1 巻（通算 1 号）, p. VIII, 2017 年 3 月 1 日.

582. 阪井和男, 「特別レポート 2016 信州エクスターンシップ」, カシヨキャリア開発センター, 信州エクスターンシップマガジン, 第 1 巻（通

算 1 号）, pp. 0-VII, 2017 年 3 月 1 日.

583. 渡部泰山, 「シャルロット・ぺリアンの『寝椅子』復刻会議シンポ講演「シュルロット・ぺリアン」, 新庄市雪の里情報館 2 階大ホール, 2017

年 2 月 26 日.

584. 阪井和男, 「パネルディスカッション「イノベーション」」, PwC Japan グループ, PwC グローバルメガトレンドフォーラム 2017, ザ・プリンス

パークタワー東京, 2017 年 2 月 23 日.

585. 渡部泰山, 田川地区高等学校生徒指導連絡協議会研修会講演「今、高校生の生涯に届ける贈り物」, 鶴岡市勤労者会館大ホール,

2017 年 2 月 21 日.

586. 有賀三夏, 「人生に芸術をどう使おうか？」, 高岡市ボランティア交流研究会, 高岡市ふれあい福祉センター, 2017 年 2 月 4 日.

587. 阪井和男, ワークショップ「交流分析法」, 日本創造学会, クリエイティブ・サロン, 近畿大学東京サテライト, 2017 年 1 月 28 日.

588. 有賀三夏, 「多重知能理論から芸術思考へ」, 日本創造学会 第47 回クリエイティブ・サロン, 近畿大学東京センター, 2017 年1 月28 日. 

589. 阪井和男, 「イノベーションとは何か?」, 全国市町村研修財団, 平成 29 年度政策・実務研修「地域産業のイノベーション」, 全国市町村

国際文化研修所（滋賀県大津市）, 2017 年 1 月 16 日.

590. 阪井和男, 「ドラッカーの 5 つの質問からみる 組織イノベーションの活動特性」, 明治大学リバティアカデミー, 駿河台ビジネス講座, 各

界から学ぶ、楽しく効果的に企業で働くための意識改革講座, 明治大学（東京）, 2016 年 12 月 21 日.

591. 森憲一・中川貴之・阪井和男, 「ネクサミの創業から今日まで「大きな成長を実証したネクサミの仕組み」」, 一般社団法人日本経営イノ

ベーション協会, 誰もが輝く未来を創るネクストワールド・サミット, pp. 5-7, 2016 年 12 月 10 日.

592. 渡部泰山, 飽海地区文化連盟文芸専門部研修会ワークショップ「言葉、音、リズムを感じながら、世界を変えよう」, 2016 年12 月9 日.

593. 有賀三夏, アートセラピー授業, 石巻市立蛇田小学校, 2016 年 11 月 28 日.

594. 阪井和男, 「芸術は人間にとってどんな意味があるのか?」, 東北芸術工科大学, 「芸術と社会力」「芸術思考論」, 2016 年11 月16 日.

595. 有賀三夏, 「芸術思考の実践について」, 日本認知科学会 デザイン・構成・創造(SIG-DCC)シンポジウム, 神戸大学統合研究拠点,

2016 年 11 月 13 日.

596. 渡部泰山, 美しい最上川フォーラムサミット in 白鷹「最上川文化交流会」シンポ全体講師, 白鷹町文化ホール「あゆーむ」, 2016 年 11 月 8 日.

597. 渡部泰山, 置賜地区高等学校 PTA 連合研究集会講演「子どもを伸ばす・支える家庭教育のあり方」, 川西町農業団地センター, 2016

年 10 月 29 日.

598. Yasunari Harada, Invited Paper: Measuring Diversified Proficiency of Japanese Learners of English," PACLIC 30 (2016): The 30th Pacific Asia

Conference on Language, Information and Computation, Kyung-Hee University, Seoul, 2016 年 10 月 28 日.

599. 庄司博幸, 「行動主義への誘い」, 明治大学法学部情報組織論, 明治大学, 2016 年 10 月 26 日.

600. 阪井和男, 「観察するということの困難さ」, ドラッカー学会, ドラッカーフォーラム, C&M Journal, 2016 秋号, p. 1, 2016 年 10 月 24 日.

601. 渡部泰山, 「平成 28 年度 第 40 回山形県高等学校総合文化祭演劇部門大会審査」, 村山市民会館, 2016 年 10 月 14 日.

602. 渡部泰山, 「平成 28 年度 第 40 回山形県高等学校総合文化祭文芸大会・全体講演, 演題『言葉の力を発見する』」, 甑葉プラザホー

ル, 2016 年 10 月 14 日.

603. 有賀三夏, 「アートは必要？人生に芸術をどう使おうか？」, 夏休み＆「マイ・ベスト×ユア・ベスト−わたしたちのコレクション」, 富山県立

近代美術館, 2016 年 8 月 27 日.

604. 阪井和男, 「首都圏大学２年 滞在型就労体験（就活前「県内を選択肢に」 県都明治大企画 １０企業・団体 ６大学から受け入れ

へ）」, 信濃毎日新聞, 2016 年 8 月 21 日.

605. 原田康也, 「【招待講演】英語教育における研究と教育の統合：科学的英語学習法を目指して」, 全国英語教育学会第 42 回(統一体第

16 回)研究大会, 獨協大学, 2016 年 8 月 20 日.

606. 渡部泰山, 最上地区小・中・高・養護学校教頭会連絡協議会講演『「地域とつながる人づくり」のための教頭の役割』, 2016 年8 月2 日.
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607. 阪井和男, 「ルーブリックへの創造性評価の導入を考える」, 日本オープンオンライン教育推進協議会, JMOOC メルマガ, 2016 年 8 月

号, 2016 年 8 月 1 日.

608. 有賀三夏, パネルディスカッション「人を育てる多重知能理論」, 8 つの知能 多重知能理論と人材育成, 富山大学人間発達科学部,

2016 年 7 月 18 日.

609. 戸田博人・有賀三夏・阪井和男, 「多重知能分析アンケートによる芸術系ワークショップ分析」, MIIM2016 国際シンポ「多重知能理論の

展開と深化」, 明治大学駿河台キャンパス リバティタワー, 2016 年 7 月 16 日.

610. 有賀三夏・阪井和男, 「新規事業を生み出す芸術思考」, MIIM2016 国際シンポ「多重知能理論の展開と深化」, 明治大学駿河台キャ

ンパス リバティタワー, 2016 年 7 月 16 日.

611. 有賀三夏,  Introduction & Recent Trends，Introductory Talk 「シンポジウムのはじめにあたって」, MIIM2016 国際シンポ「多重知能理

論の展開と深化」, 明治大学駿河台キャンパス リバティタワー, 2016 年 7 月 16 日.

612. 有賀三夏,「人生に芸術をどう使おうか？」, 第一回 高等学校芸術教育研究協議会, 市民会館おおみや, 2016 年 7 月 8 日.

613. 渡部泰山, 平成 28 年度山形県高等学校進路指導研究大会講演「キャリア教育の原点とは何か」, 山形県高等学校教育研究会進路指

導部会, 2016 年 6 月 10 日.

614. 桑原洋・鴨志田晃・井上和佳・阪井和男・大川真史, 「第 4 次産業革命に向けたサービス科学の役割とビジネス応用に向けた課題」, 横幹技

術協議会・横幹連合・同システム統合学調査研究会, 第 47 回横幹技術フォーラム, 日本大学経済学部, 2016 年 5 月 31 日.

615. 阪井和男, 「人・組織・社会の情報学・経営学・死生学 サービスと創造性の関係を考える（響きあう知能と個性が生む「場」）」, 横幹技

術協議会・横幹連合・同システム統合学調査研究会, 第 47 回横幹技術フォーラム, 日本大学経済学部, 2016 年 5 月 31 日.

616. 渡部泰山, 平成 28 年度県立東桜学館高等学校 1 年「進学講演会」―「自らの人生を創造するということ」, 本校大講義室, 2016 年 4 月 28 日.

617. 有賀三夏・阪井和男, 「芸術思考と言語情報研究」, 早稲田大学, 法学部総合講座「言語情報研究入門」, 早稲田大学, 2016 年 4 月 25 日.

618. 阪井和男, 「明治大学の災害ボランティア活動」, 東京経済大学, 特別企画講義「ボランティアのゆくえ」, 東京経済大学 国分寺キャン

パス, 2016 年 4 月 15 日.

619. 村山真理・有賀三夏・池田智之, 「多様性は芸術思考を育むか」, 115 回次世代大学教育研究会, 東北芸術工科大学, 2016 年3 月24 日.

620. 原田康也・森下美和, 「外国語でのインタラクション（やりとり）に見られる言語能力の創発と自律的相互学習」, ワークショップ『やりとりの

中の言語能力：外国語スピーキング活動の評価・実践・データ分析をめぐって』, 九州大学西新プラザ 2 階中会議室, 2016 年 3 月 7 日.

621. 有賀三夏, 「人生に芸術をどう使おうか？芸術思考」、秋田県立西目高校、2016 年 2 月 26 日.

622. 阪井和男, 「「戻りたい」学生、各県が熱い視線（長野県、明大などと就業体験）」, 日本経済新聞社, 日本経済新聞, 朝刊, 2016 年 2 月 26 日.

623. 阪井和男, 「県、共同インターンシップ企画 首都圏の学生に照準 県内就職増へ明大と連携」, 日本経済新聞社, 日本経済新聞,

2016 年 2 月 23 日.

624. 有賀三夏、村山眞理、秋山ゆかり、戸田博人、阿部明典、原田康也、阪井和男, 「オーガナイズドセッション：芸術思考とデザイン思考」, 電子

情報通信学会思考と言語研究会（TL）「芸術思考・デザイン思考、及び思考と言語一般」, TL2015-64, 2016 年 1 月 30 日.

625. 阪井和男, 「「働く」を学問的に考える／働き方は「価値観」で選ぶ！変わる仕事観」, 損得舎, 電子雑誌「政経電論」, p. 17, 2016 年1 月12 日.

626. 阪井和男, 「「働く」を学問的に考える 企業で働くということ」, 株式会社損得舎, 電子雑誌「政経電論」, 2016 年 1 月 12 日.

627. 有賀三夏, 学級規模と指導・評価方法等が児童生徒の学力の経年変化に与える影響に関する研究 平成 27 年度 全体会議, 文部科

学省 国立教育政策研究所, 2015 年 12 月 26 日.

628. 原田康也・森下美和, "Production of English Question Sentences by Japanese EFL Learners: Reproduction of and Conversion into

Question Sentences," 電子情報通信学会思考と言語研究会・早稲田大学情報教育研究所・言語情報研究所共催研究会, 早稲田大学,

2015 年 12 月 12 日.

629. 阪井和男, 「イノベーションの 3 条件：ドラッカー原理を構造からみる」, 株式会社セック, 世田谷ビジネススクエア（東京）, 2015 年 12 月 2 日.

630. 阪井和男, 「成果を上げる組織の単純な原理とは？ ～わくわく感にあふれるネクストワールド・サミット～」, 一般社団法人日本経営イノ

ベーション協会, p. 12, 2015 年 11 月 25 日.

631. 阪井和男・戸田博人・森憲一, 「ドラッカーの 5 つの質問からみた 2015 年度壇上チームの活動」, 一般社団法人日本経営イノベーショ

ン協会, 第 4 回ネクサミ成果発表会, ネクストワールド・サミット, 銀座ブロッサム（東京）, 2015 年 11 月 25 日.

632. Kazuo SAKAI, et al. By Kristine B. Quintas/JMO, "Educators gather to discuss new ways to teach English", Philstar, The Freeman,

2015 年 11 月 9 日.

633. 阪井和男, 「パフォーマンスとイノベーション」, マルチチャネル 3.0 研究所, 第 1 回研究会, 明治大学, 2015 年 10 月 22 日.

634. 阪井和男, 「マネジメント」を学ぶために ～経験主義の罠から脱却する～」, 公益社団法人川口青年会議所, 2015 年度組織マネジメン

ト委員会第 3 回ビジネス交流会, キュポ・ラ（川口市）, 2015 年 10 月 6 日.

635. 有賀三夏, 「モテ塾第８回『ドキドキ♡トキメク心理学』」、山形市教育委員会 社会教育青少年課, 2015 年 9 月 30 日.

636. 有賀三夏, 「ドキドキ トキメク心理学」, 山形市教育委員会社会教育青少年課 みんなのモテ塾, 山形市中央公民館, 2015 年9 月24 日. 

637. 原田康也・森下美和, 「日本人英語学習者のインタラクション（相互行為）を通じた自律的相互学習プロセス解明に向けて」, 日本認知
科学会第 32 回大会(OS10)オーガナイズドセッション：相互作用（インタラクション）を通じた英語の学習効果に関する認知科学的観点からの

検討, 千葉大学, 2015 年 9 月 18 日.

638. 森下美和・原田康也, 「日本人英語学習者の wh 疑問文の知識と運用に関する調査：習熟度の観点から」, 日本認知科学会第 32 回大
会(OS10)オーガナイズドセッション：相互作用（インタラクション）を通じた英語の学習効果に関する認知科学的観点からの検討, 千葉大学,

2015 年 9 月 18 日.

639. 遠藤智子・横森大輔・河村まゆみ・原田康也, 「外国語としての英語スピーキング活動におけるメタ認知と聞き手の参与」, 日本認知科
学会第 32 回大会(OS10)オーガナイズドセッション：相互作用（インタラクション）を通じた英語の学習効果に関する認知科学的観点からの検
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討, 千葉大学, 2015 年 9 月 18 日. 

640. 阪井和男, 「コーチングの教育への導入条件は何か？」, アカデミック・コーチング研究会北海道事務局, アカデミック・コーチング・メー

ルマガジン, Vol.1, No.11, 2015 年 9 月 6 日.

641. 阪井和男, 「スキルアップ講座（TCoM：交流制約法の体験と習得）」, 私立大学キャンパスシステム研究会, 2015 年度分科会合同研修

会, 2015 年 8 月 31 日.

642. Miwa Morishita, Yasunari Harada & Franklin Chang, "How L2 Proficiency Interacts with Implicit Learning in Structural Priming among

Japanese EFL Learners," 2015 EuroSLA Conference, Aix-en-Provence, 2015 年 8 月 27 日.

643. 阪井和男, 「企業誘致による地域創生のフィールドトライアルを京丹後市で実施」, 株式会社ブリリアントサービス, ニュース, 2015 年 8

月 26 日.

644. 原田康也, 「【招待講演】英語教育における e-learning と ICT の活用について」, e-learning 高等教育連携（eHELP）全体会議, 松屋

アネックスビル 2 階, 2015 年 8 月 10 日.

645. 有賀三夏, 「人生に芸術をどう使おうか？」、山形県高等学校教育研究会 芸術部会、鶴岡中央高等学校、2015 年 7 月 7 日.

646. 有賀三夏, 「アートの力：アートセラピーを求めて Ⅰ」, 人間発達科学部インストラクショナル・デザイン講義, 富山大学、2015 年 5 月 15

日、6 月 12 日.

647. 有賀三夏・舘鼻則孝, 「アーティスト舘鼻則孝氏に見る［芸術思考］」, 芸術思考のインパクト 有賀×舘鼻プレイベント 対談公開講座,

東京藝術学舎, 2015 年 1 月 17 日.

648. 有賀三夏, 「芸術思考、多重知能による『Art in Life –人生に芸術をどう使おうか？』」, 専門学校ヒコ・みずのジュエリーカレッジ , 2015

年 1 月 27 日.

649. 有賀三夏, 「芸術思考、多重知能による 「Art in Life –人生に芸術をどう使おうか？」, 静岡県立沼津西高等学校, 2014 年12 月26 日. 

650. 有賀三夏, 特別授業・ワークショップ 「あーとのちから：ダンドットで遊ぼう！」, 大阪市立南住吉大空小学校, 2014 年 12 月 15-16 日.

651. Jonathan D. Messinger・有賀三夏, サービス創新研究所 勉強会「Good work project and Art thinking」, 明治大学サービス創新研究所,

2014 年 11 月 29 日.

652. 有賀三夏, アートセラピー×アロマセラピー 講義とワークショップ：「アートセラピーを体験しよう」, 富山 生と死を考える会, 高岡市ふれ

あい福祉センター, 2014 年 10 月 25 日.

653. 有賀三夏, 特別授業・ワークショップ 「あーとのちから: スリーピーベアと友達になろう！」, 大阪市立南住吉大空小学校,  2014 年 10

月 20-21 日.

654. 有賀三夏, スーパーサイエンスハイスクール講演会 「芸術思考、多重知能による Art in Life –人生に芸術をどう使おうか？」, 千葉県

立船橋高等学校, 2014 年 9 月 29 日.

655. 有賀三夏, 「Art in Life –人生に芸術をどう使おうか？」, さぬき生活文化振興財団, 2014 年 9 月 13 日.

656. 有賀三夏, 「育成する資質や能力から考える教育の授業–中学校美術科・高等学校芸術科（美術）–」, 「美術の力 –芸術思考論を基

に–」, 秋田県総合教育センター, 2014 年 9 月 3 日.

657. 有賀三夏, 「Ａｒｔの力 ～Art in Life 人生に芸術をどう使おうか？～」, 米沢市山形倫理協会, 2014 年 8 月 28 日.

658. 有賀三夏, 中学校美術Ｑ＆Ａ in 宮城「Art in Life –人生に芸術をどう使おうか？」, 宮城県仙台二華中学校・宮城県仙台二華高等学

校, 2014 年 6 月 21－22 日.

659. 有賀三夏, 「ヒーリングアートワークショップ・講義『メッセージコサージュ』」, 富山・生と死を考える会 全国協議会 2013 年全国大会, 富

山県高岡市立博物館, 2014 年 6 月 15 日.

660. 有賀三夏・上村博, 「イメージを具現化する芸術思考のパワーとは？」, 芸術思考のインパクト 有賀×上村プレイベント 対談公開講

座, 東京藝術学舎, 2014 年 6 月 14 日.

661. 有賀三夏, 「アートの力：アートセラピーを求めて Ⅱ」, 人間発達科学部インストラクショナル・デザイン講義, 富山大学, 2014 年 6 月 13 日.

662. 有賀三夏, 「芸術思考と創造力 ～Art in Life 人生に芸術をどう使おうか？」, 全国高等学校美術工芸教育研究会, 千葉女子高校,

2014 年 5 月 22 日.

663. 有賀三夏, 「アートの力：アートセラピーを求めて Ⅰ」, 人間発達科学部インストラクショナル・デザイン講義, 富山大学, 2014 年 5 月 16 日.

664. 有賀三夏, 「芸術思考と創造力 ～Art in Life 人生に芸術をどう使おうか？」, ふくい美術ｅフォーラム２０１４ ヤング・アート・キャンプ美

術, 福井県立図書館, 2014 年 5 月 10 日.

665. 有賀三夏，「Art in Life 人生に芸術をどう使おうか？」, 中学校美術教育 Q&A in 三重, 三重県人権センター, 2013 年 12 月 23 日.

666. 有賀三夏，「Art in Life 人生に芸術をどう使おうか？」, 土曜ゼミナール, 宮城県宮城野高校, 2013 年 12 月 7 日.

667. 有賀三夏，「Art in Life 人生に芸術をどう使おうか？」, 第４６回秋田県高等学校総合美術展講演会, 秋田アトリオン , 2013 年 11 月 31 日.

668. 有賀三夏, 「ヒーリングアートワークショップ・講義『メッセージコサージュ』」, 富山・生と死を考える会, 高岡市ふれあい福祉センター,

2013 年 11 月 30 日.

669. 有賀三夏，「Art in Life 人生に芸術をどう使おうか？」, 中学校美術教育 Q&A in 秋田, 秋田大学, 2013 年 11 月 17 日.

670. 有賀三夏，「Art in Life 人生に芸術をどう使おうか？」, GKB 学校広報ソーシャルメディア活用勉強会 第二回教育カンファレンス , 東

京 ユビキタス協創広場 CANVAS｜内田洋行, 2013 年 9 月 10 日.

671. 有賀三夏，「アートのちから ～Art in Life 人生に芸術をどう使おうか？～」, 山形県倫理法人会, 山形グランドホテル, 2013 年 7 月 20 日.

672. 阪井和男，巻頭言「ワークショップの教育方法論としての可能性」，情報コミュニケーション学会，『情報コミュニケーション学会誌』，Vol.

9，No. 1，pp. 2-3，2013 年 7 月 15 日.

673. 有賀三夏，「アートのちから ～Art in Life 人生に芸術をどう使おうか？後編～」, 富山大学 人間発達科学部 , 2013 年6 月14 日.
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674. 有賀三夏，「アートのちから ～Art in Life 人生に芸術をどう使おうか？前篇～」, 富山大学 人間発達科学部, 2013 年5 月17 日.

675. 阪井和男，「ワークショップの未来」，明治大学サービス創新研究会「ワークショップを活用した“創造的学び”の促進 ～学校，企業，

NPO で広がるワークショップ～」，明治大学サービス創新研究所，2013 年 3 月 9 日.

676. 阪井和男，「生きる力を次世代リベラルアーツにするには ～ワークショップと ICT が拓く可能性～」，第 10 回 情報コミュニケーション学会

全国大会「能動的学習とコミュニケーション」， 武庫川女子大学中央キャンパス（兵庫県西宮市），2013 年 2 月 24 日.

677. 有賀三夏（ファシリテーター）・阪井和男・奥田修史・戸田博人・本間真, パネル討論「『芸術思考キャリアフォーラム山形』」構想を考え

る」，第 79 回次世代大学教育研究会「芸術思考シンポジウム in 山形」，東北芸術工科大学（山形市），2013 年 2 月 1 日.

＜センター研究会＞ 
678．「創造性開発研究センター最終まとめ会」，東北芸術工科大学本館, 2017 年 3 月 16 日． 

679. *阪井和男・戸田博人，「アンケート分析結果報告会」, こども芸術大学 2 階会議室, 2016 年 3 月 23 日.

680. 「2016 春のワークショップ振り返り」, こども芸術大学 2 階会議室, 2016 年 3 月 23 日.

681. 「2016 新春のワークショップ振り返り」, やまがた藝術学舎, 2016 年 1 月 23 日.

682. *阪井和男・戸田博人，「アンケート分析結果報告会」, 東北芸術工科大学本館 6 階第一会議室, 2015 年 12 月 16 日.

683. 「2015 冬のワークショップ振り返り」, やまがた藝術学舎, 2015 年 11 月 28 日.

684. 「2015 秋のワークショップ振り返り」, やまがた藝術学舎, 2015 年 9 月 19 日.

685. 原田康也, 「芸術思考の考察についてのレクチャー」, 東北芸術工科大学本館 6 階第一会議室, 2015 年 5 月 29 日.

686. 「レッジョ・エミリア研修報告会」, 東北芸術工科大学本館 6 階第一会議室, 2015 年 5 月 29 日.

687. 戸田博人, 「インストラクショナル・デザイン勉強会」, 東北芸術工科大学本館 6 階第一会議室, 2014 年 9 月 22 日.

688. 戸田博人, 「夏のワークショップ祭 検証報告会」, 東北芸術工科大学本館 6 階第一会議室, 2014 年 9 月 22 日.

689. 阪井和男・戸田博人・森憲一・大島伸矢, 「夏のワークショップ祭 学内外合同振り返り」, こども芸術大学2 階会議室, 2014 年8 月17 日. 

690. 片桐隆嗣・遠藤節子・青山ひろゆき, 「夏のワークショップ祭 計画発表会」, 東北芸術工科大学本館6 階第一会議室, 2014 年6 月3 日. 

691. 片桐隆嗣・遠藤節子・青山ひろゆき, 「レッジョ・エミリア研修報告会」, 東北芸術工科大学本館 6 階第一会議室, 2014 年6 月3 日.

692. 矢作鹿乃子, 「わくわくワークショップ振り返り」, 東北芸術工科大学本館 6 階第一会議室, 2014 年 3 月 24 日.

693. 有賀三夏, 「多重知能（MI）理論の基礎を学ぶ」, 東北芸術工科大学本館 6 階第一会議室, 2014 年 1 月 25 日. 

１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

多重知能理論の妥当性の検証にも踏み込んだ研究の広がりが求められる。 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

多重知能理論の妥当性については、本研究で用いた多重知能分析アンケート票の妥当性を検証したこと

と、これに加えて主要５因子性格検査アンケートおよび SAN感情測定スケールを用いたアンケートを 2014

年 10 月の WS から実施しており、これらの解析によってこれまで経験的に用いられてきた多重知能の定性

的評価に対して、統計学的な根拠にもとづいた分析・評価できるようになったことが挙げられる。 

これまでのアンケートを詳細分析した結果により、多重知能分析アンケートや多重知能分析チャート

は、汎用性があるものとして他領域、他分野で活用している。研究センター内で活用した３種のアンケー

ト（多重知能分析、主要５因子性格検査、SAN 感情測定スケールに加えて、キャリア・アンカー、認知の

変化、イノベィティブマインドセット、経験的学習スタイル、特性的自己効力感尺度、しなやかマインド

セット、究極の質問、より 79 個の特殊項目を取り出し、スコア化してｔ検定を実施し、その結果、多重

理論分析アンケートは事前、事後変化を捉えるの指標として優れたものであることが分かった。（論文*4、

学会発表*142,143、センター研究会*678）

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

 該当なし 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

該当なし 



（様式2）

１６ （千円）

法人番号

寄付金 その他（参加費）
受託

研究等

プロジェクト番号 Ｓ１３１１００１

2,558 2,558

共同研
究機関
負担

年度・区分 支出額 法　人
負　担

私　学
助　成

平
成
２
５
年
度

5,525 5,525

０６１００１

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

46

施 設

装 置

設 備

平
成
２
７
年
度

平
成
２
６
年
度

平
成
２
８
年
度

平
成
２
９
年
度

総 計

総

額

4,240 4,239

11,324

63,000

11,050

5,162

33,031 29,969
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１７
（千円）

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ

整備年度

施　設　の　名　称 事業経費研究室等数 使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積

0

（研究設備）

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

事業経費 補助金額

5,525１式 552 11,050ICT活用ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ設備 Ｈ２５

（情報処理関係設備）

6 3,200 29,969

補助主体

私学助成

補助主体

　やまがた藝術学舎 Ｈ２５ 630㎡ 私学助成63,000

（研究装置）
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１８ 研究費の支出状況 （千円）

計

通 信 運 搬 費

年　　　度

シンポジウム・ワークショップ案内送料

金　　額

469

（ 会 議 費 ）

報 酬 ・ 委 託 料

330

チラシ・ポスター印刷代

小  科  目
主　な　使　途

消 耗 品 費

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ実施・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ実施

90

469
光 熱 水 費

331
外部講師旅費、国内・国外研究調査
シンポジウム講演料、ワークショップ委託料

131
14
5
1

研究調査
シンポジウム実施・研究会実施

ワークショップ実施
学会参加

印 刷 製 本 費
旅 費 交 通 費

400
（ 出 版 物 費 ）
（ 賃 借 料 ）
（ 損 害 保 険 料 ）

131
14
5

調査資料書籍代
会議用テーブルレンタル料
レクリエーション保険料

平成　２５　年度

図 書

リサーチ・アシスタント

研究支援 推進 経費

教育研究用機器備品

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ実施・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ実施

400

331
1,625

1

人 件 費 支 出
（ 兼 務 職 員 ）
教育研究経費支出

3,396

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ実施・研究会ﾟ実施 330

3,396

1,625
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ実施・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ実施

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ実施・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ実施 90

積　　算　　内　　訳

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

プロジェクター1台、スクリーン1台

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポ ス ト ・ ド ク タ ー

計 1,634

プロジェクター・スクリーン1,634 459

132

132

132

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

時給700円、年間時間数約189時間、実人数21人132

計

展示補助アルバイト

打合せ飲食代

1,634

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

ワークショップ用品

支　出　額

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ実施・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ実施

0 0計

学会参加費

テーブル・スツール 1,175 テーブル・スツール一式

（ 諸 会 費 ）



（様式2）

法人番号 ０６１００１

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消 耗 品 費 285 ワークショップ実施 285 ワークショップ用品、研究記録用品

印 刷 製 本 費 1,204 ＷＳチラシ、報告書作成 1,204 チラシ・ポスター印刷代、報告書印刷代
旅 費 交 通 費 4,170 研究調査、ワークショップ実施、その他 4,170 国内・国外研究調査旅費、ワークショップ実施旅費

光 熱 水 費
通 信 運 搬 費 67 ワークショップ実施 67 ワークショップ案内・用品送料、報告書送料

（ 賃 借 料 ） 14 研究調査 14 ルーターレンタル料

（ 諸 会 費 ） 561 ワークショップ・シンポジウム参加、その他 561 ワークショップ・シンポジウム参加料

報 酬 ・ 委 託 料 2,934 ワークショップ実施、報告書作成 2,934 ワークショップ委託料、報告書原稿料
（ 出 版 物 費 ） 51 研究調査 51 調査資料書籍代

（ 兼 務 職 員 ）

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人 件 費 支 出

（ 会 議 費 ） 150 ワークショップ実施、研究会実施 150 打合せ弁当代、こども用飲料代

計 9,487 9,487

1,837 1,837

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品 1,837 パソコン 325 パソコン1台

プロジェクター 1,512 プロジェクター1台

教育研究経費支出

計 0 0

計

研究支援 推進 経費

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント

ポ ス ト ・ ド ク タ ー

年　　　度

（ 損 害 保 険 料 ） 51 研究調査、ワークショップ実施 51 海外旅行保険料、レクリエーション保険料

平成　２６　年度

図 書



（様式2）

法人番号 ０６１００１

消 耗 品 費 315 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ実施、資料整理 315 ワークショップ用品、研究記録用品

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容
小  科  目 支　出　額

積　　算　　内　　訳

年　　　度 平成　２７　年度

旅 費 交 通 費 1,703 研究調査、ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ実施 1,703 国内・国外研究調査旅費、ワークショップ実施旅費

報 酬 ・ 委 託 料 2,541 アンケートデータ分析 2,541 アンケートデータ分析費、ワークショップ委託料、報告書原稿料

印 刷 製 本 費 1,156 報告書作成、ＷＳチラシ 1,156 チラシ・ポスター印刷代、報告書印刷代

光 熱 水 費
通 信 運 搬 費 63 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ案内、アンケート送付 63 ワークショップ案内・用品送料、報告書送料

（ 諸 会 費 ） 196 講座・研究会参加 196 ワークショップ・シンポジウム参加料
（ 会 議 費 ） 79 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ実施 79 打合せ弁当代、こども用飲料代

（ 損 害 保 険 料 ） 5 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ実施 5 レクリエーション保険料
（ 出 版 物 費 ） 259 調査研究、報告書作成 259 調査資料書籍代

（ 兼 務 職 員 ）
教育研究経費支出 240 研究補助アルバイト 155 時給750円、年間時間数約206時間、実人数1人

計 6,317 6,317

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人 件 費 支 出

リサーチ・アシスタント

計 240 240

図 書

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品

計 0 0

ポ ス ト ・ ド ク タ ー

研究支援 推進 経費

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

時給700円、年間時間数約121時間、実人数14人85ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ実施補助アルバイト



（様式2）

法人番号 ０６１００１

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

年　　　度

印 刷 製 本 費 2,441 報告書作成、ＷＳチラシ 2,441 チラシ・ポスター印刷代、報告書印刷代

光 熱 水 費
通 信 運 搬 費 112 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ案内、報告書送付 112 ワークショップ案内・用品送料、報告書送料

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ実施、資料整理 ワークショップ用品、研究記録用品消 耗 品 費 738 738

（ 出 版 物 費 ） 16 調査研究、報告書作成 16 調査資料書籍代
（ 損 害 保 険 料 ） 30 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ実施 30 レクリエーション保険料

旅 費 交 通 費 3,356 研究調査、ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ実施 3,356 国内・国外研究調査旅費、ワークショップ実施旅費

報 酬 ・ 委 託 料 3,200 アンケートデータ分析 3,200 アンケートデータ分析費、ワークショップ委託料、報告書原稿料

（ 諸 会 費 ） 265 講座・研究会参加 265 ワークショップ・シンポジウム参加料

（ 渉 外 費 ） 7 協力機関手土産 7 協力教育関係機関への訪問時手土産代
（ 会 議 費 ） 114 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ実施 114 打合せ弁当代、こども用飲料代

リサーチ・アシスタント

ポ ス ト ・ ド ク タ ー

計 0 0

図 書

研究支援 推進 経費

計 0 0

計 454 454

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ実施補助アルバイト 342 時給700/750円、年間時間数約476.7時間、実人数54人

計 10,279 10,279

教育研究経費支出

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人 件 費 支 出
（ 兼 務 職 員 ）

平成　２８　年度

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

454 研究補助アルバイト 112 時給700/750円、年間時間数約153.5時間、実人数12人



（様式2）

法人番号 ０６１００１

消 耗 品 費 249 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ実施、資料整理 249 ワークショップ用品、研究記録用品

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

年　　　度

旅 費 交 通 費 1,894 研究調査、ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ実施 1,894 国内・海外研究調査旅費、シンポジウム・研究大会旅費

報 酬 ・ 委 託 料 3,976 アンケートデータ分析 3,976 アンケートデータ分析費、講師料、外部評価委員謝金

光 熱 水 費

印 刷 製 本 費 1,001 告知チラシ、成果報告書 1,001 総括シンポジウム・研究大会チラシ、研究成果報告書印刷代

通 信 運 搬 費 298 シンポジウムﾟ案内、報告書送付 298 総括シンポジウム・探究型学習研究大会案内、報告書送料

計 7,824 7,824

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人 件 費 支 出

（ 諸 会 費 ） 156 講座・研究会参加 156 ワークショップ・シンポジウム参加料

（ 渉 外 費 ） 4 協力機関手土産 4 協力教育関係機関への訪問時手土産代
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ実施 246 打合せ弁当代、会議食事代

図 書

計 655 655

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品

（ 兼 務 職 員 ）
教育研究経費支出 655 研究補助アルバイト 608 時給750円、年間時間数約810.8時間、実人数3人

研究支援 推進 経費

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント

計 0 0

平成　２９　年度

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ実施補助アルバイト 47 時給750円、年間時間数約63.0時間、実人数10人

ポ ス ト ・ ド ク タ ー

（ 会 議 費 ） 246

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容
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創造性開発研究センター年表 ＜シンポジウム・研究会＞ 

研究会「第 1 回 探求型学習・デザイン思考に関わる研究会」 

日時：2015年 8月 5日（水） 

会場：東北芸術工科大学 

講師：柚木泰彦 

研究会「第 2 回 探求型学習・デザイン思考に関わる研究会」 

日時：2015年 10月 17 日（土） 

会場：東北芸術工科大学 

講師：早野由美恵、黒田淳子（米沢工業高等学校） 

研究会「第 3 回 探求型学習・デザイン思考に関わる研究会」 

日時：2016年 2月 14日（日） 

会場：東北芸術工科大学 

講師：三橋幸次、吉田卓哉、早野由美恵、黒田淳子（米沢工業高等学校） 

シンポジウム「第 2 回 SCH シンポジウム 分科会 A 『デザイン思考と地域参画の方法論』」

日時：2016年 2月 21日（日） 

会場：東北芸術工科大学 

講師：柚木泰彦 

「創造性開発研究センター2015 活動報告展」 

会期：2016年 3月 25日（金）～4月 3 日（日） 

会場：東北芸術工科大学 

「創造性開発研究センター芸術思考分科会」 

日時：2016年 4月 7日（水） 

会場：東北芸術工科大学 

「創造性開発研究センター芸術思考分科会」 

日時：2016年 7月 7日（木） 

会場：東北芸術工科大学 

講習「多重知能理論 実践例と芸術の関わりについて」 

日時：2016年 7月 13日（水） 

会場：東北芸術工科大学 

講師：ペンシルバニア州立大学 ミンディ・コンハーバー 

国際シンポジウム「多重知能理論の展開と深化」 

日時：2016年 7月 16日（土） 

会場：明治大学駿河台キャンパス リバティタワー 
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研究会「第 4 回 探求型学習・デザイン思考に関わる研究会」 

日時：2016年 8月 5日（金） 

会場：東北芸術工科大学 

講師：早野由美恵、三橋幸次 

「創造性開発研究センター芸術思考分科会」 

日時：2016年 10月 4日（火） 

会場：東北芸術工科大学 

参加：青山ひろゆき、矢作鹿乃子、吉賀伸、齊藤祥子、有賀三夏 

「創造性開発研究センター芸術思考分科会」 

日時：2016年 11月 16 日（水） 

会場：東北芸術工科大学 

参加：阪井和男、有賀三夏、青山ひろゆき 

「創造性開発研究センター芸術思考分科会」 

日時：2016年 12月 13 日（火） 

会場：東北芸術工科大学 

参加：有賀三夏、青山ひろゆき 

「創造性開発研究センター学内研究院対象勉強会」 

日時：2016年 12月 16 日（水） 

会場：東北芸術工科大学 

参加：阪井和男、戸田博人 

研究会「第 5 回探究型学習・デザイン思考に関わる研究会」 

日時：2017年 2月 12日（日） 

会場：東北芸術工科大学 

「ワークショップのタネ実践講習会」 

日時：2017年 9月 9日（土） 

会場：東北芸術工科大学 

総括シンポジウム「これからの教育をソウゾウする」 

日時：2017年 9月 9日（土） 

会場：東北芸術工科大学 

「学びの改革 334プロジェクト 探究型学習研究大会」 

日時：2017年 10月 21 日（土）、22日（日） 

会場：東北芸術工科大学 
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●創造性開発研究センター研究成果報告書

発行日 2017年 2月（予定） 

発行 東北芸術工科大学創造性開発研究センター 

監修 片上義則（創造性開発研究センターセンター長） 

編集 有賀三夏（創造性開発研究センター研究員／講師） 

青山ひろゆき（美術科洋画コース准教授） 

柚木泰彦（プロダクトデザイン学科教授） 

執筆 学内研究員・学外研究員・研究協力者・外部評価委員 
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平成２８年３月 

文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 

「生きる力を育む芸術・デザイン思考による創造性開発拠点の形成」 

中間報告・外部評価書 

前山形県教育委員会委員長 長南博昭 

１．本研究は、最終的に「学習指導要領」が掲げる「生きる力」を育むことが「ねらい」であ

る。私たち人間は、この力を持っていればすべて上手に生きていくことができるのである。

この力を育むためには「前提条件」がなければならない。それは「壁(ショック)」である。

子どもが何かに取り組んでいるときに「どうしてもできない！」とか「困ったことになっ

てしまった！」「悔しい！」という気持ちを持つこと、これが「壁」である。すなわち「壁

に当たった」ということである。この壁に当たるということが今の子どもたちには極めて

少なくなっている。壁に当たったときに、「どうしよう」何かを「しなければ！」という気

持ちが出れば、「生きる力」の育成につながる道筋に入るのである。 

２．そのスタートを「何で」行うのかが「ポイント」であり、「壁」を意識させる取組を本研

究では「ＷＳワークショップ」を取り上げている。そして、その活用の方向づけに「芸術思

考」と「デザイン思考」を採用していることである。これらを基本に総合的に教育方法を

確立しようとしている点が「新たな研究」になっていることである。そして、芸術分野に

アンケートによる「多重知能理論」の８領域によって「可視化」する方法は画期的な手法

であり、今後の研究に特に期待したい部分である。しかも、このＷＳは、学生とともに行

っており、学生にとっても有益な経験をすることができる。この点もこれまでの研究には

少なかったことである。また、「行動観察」によってＷＳを形成的な評価を行っており、「多

重知能理論」の各領域の達成評価にしていることも素晴らしい取組である。ここまでくる

のに時間は３年かかっている。しかし、これを「きっかけ」にして、このあとの２年間で、

必ずや成果に結びつくものと推測する。

３．本研究は、「創造性」という領域を取り上げて、技術面では捉えにくい部分を数字に置き

換えて、それを「教育」に落とし込むという手法を取り入れている。この部分がこれまで

の研究にはあまり無かったことであり、挑戦的であると言える。自分の「発見」や「ひらめ

き」を発展させ、どこにつなげるか、頭の中でイメージを感じ、それを様々な活動につな

げていくものが「創造力」である。子ども自身の豊かな体験を重ねることが、子どもに「生

きる力」を育ててくれるのである。したがって、本研究は、これからが本番の取組であり、

是非成果に結びつく方法を解き明かしてもらいたい。 

４．これまでの３年間では、予算の積み残しが課題になっているが、研究の進め方において

は、組織面での課題もあるようで、事務と研究が一体的に運営できなかったことと、事務

担当者の意識がずれていたのではないかと思われる。そして、予算の積み残しは普通では

ないことである。しかし、このあとの２年間の研究で、国際シンポジウムの開催やその他

の委託料の増配分など、または計画の見直しによって、これを解消していく必要があるの

ではないか。 

５．この研究の計画書に、「国際シンポジウムの開催」が予定されている。このことは来年度

早々に実現してもらいたいことであり、「多重知能理論」の実証性を確認することも必要で
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ある。また、ハーバード大学との将来的なつながりをつけるためにも、そして、「多重知能

理論」の良さを理解するために、また連携を進めるためにも「国際シンポジウム」の開催

は必要である。この研究は、日本にとっても、教育にとっても、芸術領域にとっても、未来

への可能性を持っているものである。今後もこの研究を持続し、しかも文部科学省の支援

も得ながら、芸術分野での「新たな観点」が見出されることを期待するものである。 

６．ＷＳも来年度からは、市内小学校で行うことが決まっており、これまでの大学でのＷＳ

よりもさらに実証性が確認されるものと推測する。この研究のすばらしい点は、「連携・協

働」によって進められていることであり、今後はさらに強化していく必要がある。 

 

 以上、この研究は、芸術大学の重要な取り組みがたくさんあり、それがポイントである。

「これからの２年間」で是非成果を出してもらえることを期待する。
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平成２８年３月 

文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 

「生きる力を育む芸術・デザイン思考による創造性開発拠点の形成」 

中間報告・外部評価書 

山形大学大学院教育実践研究科教授 渡部泰山 

 

 

この研究は、東北芸術工科大学の設立構想・設立理念を基盤とし、芸術大学の特色を最大

限に生かした「芸術思考」及び「デザイン思考」を活用した新しい教育方法の構想、実践及び

確立にある。それは、従来の人間の能力や知能の概念を一層深く掘り下げ、ワークショップ

の方法論を実践、検証しつつ、身体、社会、空間、論理数学、言語知能の領域を統合するプロ

グラムの開発を目指した実践的研究であり、新しい時代を創造的に建設していくための知の

認知革命とも言うべきものである。 

研究組織の拠点として創造性開発研究センターを設置し、ここに 41名にも及ぶ研究者を擁

した「学際性」「実践性」に富む研究体制を整備した強みがある。しかも、研究の理論化を進

めるグループと分析担当グループに分け、また、多重知能に対応する 5 つのワーキンググル

ープを組織しつつ、学校教育グループと外部評価グループを配置したことは、より実証的研

究としてその方向性を確かなものとしている。ただ、この強みとも言える研究体制あるいは

研究員が、研究成果、研究発表論考を勘案したとき、必ずしもこの研究プロジェクトの目的

も方向性に収斂された研究実践、成果として積み重ねられ、課題分析・評価を踏まえた更な

る共同研究の高みへと共通認識に至っているのかどうかについては、やや統一性が欠如して

いる印象は免れない。研究自体、極めて独創的、かつ実験的要素も多々あり、安易な評価を

下すのは尚早であり、今後の研究で予定されている創造性開発拠点（藝術学舎）の活用と新

たな展開、国際的公開型研究シンポジウムの開催等、順調に計画されている進捗状況を勘案

し、大いに期待すべきものと考える。 

研究プロジェクトの進捗を省察したとき、特筆すべき実践成果として小中学生を対象とし

たワークショップが 41回実施され、行動観察及び多重知能の推定、仮定に基づく分析と可視

化が行われていること、知能アンケートが実施され自己評価、成長感情評価が多面的に実践

されている。その分析を通して研究者と参加者が、更なるデザインの方向性、密度を検証し

あえていることである。また、理論成果として各大学教育研究会、学会、シンポジウム等に

おいて、数多くの学術的研究発表が行われ、受賞を受けていることなど、先行研究としての

評価は、確実なものとして展開している。こうした独創的視点を加味した研究実践が、創造

性開発モデルとして新しい実りをもたらすことが期待できる。ただこうした研究が、ただ単

に学術的価値にとどまることなく、学校教育の現場と密接に接続しつつ、広く一般市民、社

会全般にも周知、還元されていく手立て、研究の質と方向性の確保が課題として指摘できる。

予算執行率の低位な状況を鑑みたとき、研究が必ずしも順調に進捗しているとは言えない。

当初の研究計画を再度練り上げ、今後の研究方針及び展開を着実に推進し、「生きる力」の能

力の多面的研究が、新たな時代の創造に寄与できることを確信するものである。
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平成３０年３月 

文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 

「生きる力を育む芸術・デザイン思考による創造性開発拠点の形成」 

最終報告・外部評価書 

前山形県教育委員会委員長 長南博昭 

 

 

１．この研究は、これからの時代に必要な「創造性」の開発に目を向け、研究理論の基礎 を

「多重知能(ＭＩ)理論 (Ｈ．ガードナー氏 ハーバード大学)」に置き、その中で人間が持

っていると言われる「８つの知能」すなわち、身体的、空間的、対人的、内省的、言語的、

論理・数学的、音楽的、博物的な知能を育てる「ワークショップ(ＷＳ)」を通して、その前

後における感情等の変化(多重知能分析シート等)から、子どもの多様な個性を生かす「創

造性開発プログラム」をしようとしている。 

２．研究組織では、創造性の開発と芸術思考・デザイン思考の統合的研究を担う「統括プロ

ジェクト」を設置した。統括プロジェクトとは、創造性開発における領域統合の理論と分

析方法の研究を担当する「理論・分析グループ」である。さらに、ワークショップの開発・

実施を担当する「ワークショップグループ」も併設された。ここで実施されたワークショ

ップは、それぞれ多重知能理論の要素を活かして作られており、子どもの活動の前後にお

ける感情と知能等の変化をレーダーチャートで「可視化」することを試みている。これは、

この研究のポイントとして評価できる。 

３．研究組織の編成においても「学内研究員」と「学外研究員」の多様な方々を選出したこと

は、研究に「広がり」と「深まり」を出すことにつながっている。特に、「学外研究員」の

献身的とも言える努力には頭が下がる思いを持っている。阪井教授グループの分析は、「創

造性」という技術面では捉えにくい部分を数字に置き換えて、それを「教育」に落とし込

むという手法を取り入れている。具体的には ８知能領域の「ワークショップ(ＷＳ)」前

後の感情の変化等をアンケート調査し、その結果から取組の成果を見極めている。この部

分が一種の「挑戦的な研究」であったと言える。 

また、ハーバード大学等、海外からの理解とサポートがあったことも特筆すべき点であ

ろう。 

４．ワークショップは子どもの自由な発想や活動を誘発しようとするものである。そのため、

ワークショップを設計する際には、指導者の考えに基づいて「子どもの具体的な発想や活

動がなぜ・どのように重要なのか」を考えることが必要である。本研究の評価員の一私感

としては、「ワークショップ(ＷＳ)」では、子どもたちに一つの「体験の壁」を意識させな

ければならないと考える。 

そして、その意識付けに「芸術思考」と「デザイン思考」を取り入れ、これらを基本に

総合的に教育方法を確立しようとしている点がこれまでに無かった「新たな研究」になっ

ている。何と言っても、子どもたちの「意識化」と「行動化」がなければ創造性の開発に

はつながらないのである。 

また、「ワークショップ(ＷＳ)」の企画にあたっては、自分の「発見」や「ひらめき」を

発展させ、それを何につなげるか、頭の中でイメージ化させ、それを様々な活動につなげ
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ていくものが「創造力の基礎」を築くのである。子ども自身の豊かな体験を重ねることが、

子どもに「生きる力」を育ててくれるのである。この力を育むためには「前提条件」が必

要になる。それは「体験の壁(ショック)」である。子どもが何かに取り組んでいるときに

「どうしてもできない！」とか「困ったことになってしまった！」「悔しい！」という気持

ちを持つこと、これが「体験の壁」であると考える。 

すなわち「壁に当たった」という体験が次の活動を生むのである。この壁に当たるとい

うことが今の子どもたちには極めて少なくなっている。壁に当たったときに、「どうしよ

う！」「何かしなければ！」という気持ちが育まれれば、「生きる力」の育成につながる道

筋に入ったことになるのではないか。 

５．この研究の課題の一つ目は、発達特性における８知能領域と、それぞれ子どもの「成長

段階」との調和を意図した「ワークショップ(ＷＳ)」の開発ができれば、研究がさらに含

蓄のあるものになったのではないかと考える。二つ目の課題として、この研究は子どもの

意志と気持ちを育てるものであるから、指導者側の「教育にかける意志」と子どもの「主

体性」をどうマッチングさせるかを検討するべきである。 

６．平成２８年からは、開発拠点である「藝術学舎」で行う「ワークショップ(ＷＳ)」のほか

に、山形市立第一小学校、第七小学校と鶴岡市立朝暘第二小学校でも実施することになっ

た。いずれの学校も、主に３，４年生を中心に取り組み、特に、鶴岡市立朝暘第二小学校の

ワークショップの感情の変化等やレーダーチャートでは整合性のある結果を得ることがで

きた。この研究は、研究と地域が「連動」することによって研究が深まるのであり、「藝術

学舎」で行う「ワークショップ(ＷＳ)」から地域の公立小学校で行う「ワークショップ(Ｗ

Ｓ)」まで発展したことが研究の成果につながったと言える。また、この「ワークショップ

(ＷＳ)」の実施に当たっては、学生も指導者のアシスタントとして研究に携わっており、

彼らにとっても有益な経験になったであろう。この点においても、これまでの研究にはあ

まり見られなかったことである。 

７．そして、「研究報告書」にもこの研究の特性が表れている。特に、２０１６年の「ワーク

ショップのタネ」は、写真と文字の見開き２ページで斬新な構成である。一つ一つのワー

クショップが見やすく、しかも、ＤＶＤが付いていることで一層分かりやすく表現されて

おり、まさに「タネ」になっている。見開きの下段には「ワークショップのプロセス」とし

て時間の経過とともに活動の様子がわかるもので、素晴らしい構成になっている。「最終報

告書」については、重厚な仕上がりとなっており、そこに５年間の研究にかける研究員達

の想いと芯の強さを感じることができた。 
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平成３０年３月 

文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 

「生きる力を育む芸術・デザイン思考による創造性開発拠点の形成」 

最終報告・外部評価書 

外部評価委員  勝見英一朗 

 

 

１ 研究の目的について 

「生きる力」の育成を大目標とし、その中でも特に重視される「創造力」に焦点を当てた

ことは、加速度的に変化する社会が要求する能力を的確に捉えた点で適切であった。また、

創造力育成の理論的根拠に芸術・デザイン思考を置いたことも、芸術大学の強みを発揮する

点で独創的であった。特に「生きる力」の捉え方については、東日本大震災から立ち直る東

北の子どもたちの姿が投影され、東北の大学らしい挑戦的な姿勢が感じられた。本研究は、

研究期間で基盤を構築し、その成果を発展的に継承してこそ意義があると考える。その点で

も「創造性開発拠点の形成」は、今後を期待させる目標設定であった。とりわけ、学校教育に

おいて探究型学習の重要性が認識される中、「こども芸術大学」や「探究型学習・デザイン思

考に関わる研究会」など当大学が培ってきた知見を生かして小中高の探究型学習を支援しよ

うとしたことは、現在の学校教育の課題に直接的に働きかけるものとして大きな役割を果た

すこととなった。 

 

２ 研究の体制について 

研究の拠点として「創造性開発研究センター」を立ち上げ、40名を超す学内外研究者・研

究協力者を研究内容や分担に応じてグループ化し、理論研究とプログラム開発を進めたこと

は、研究を深め拡大を図る上で効果的であった。一般には、多人数であることあるいはグル

ープ化は、研究の方向を焦点化する点で難しさがあるが、本研究においては適宜、研究会を

開催しながら、研究目的と研究の手法及び進捗状況等が共有され舵取りがなされてきた。こ

れは「創造性開発研究センター」という拠点をまず最初に築いたゆえであろう。そして、研

究の両輪となったのが芸術思考とデザイン思考である。当初は両者の融合を目指していたの

だが、研究を通して両者の働きが明確となり、両輪として研究を牽引することとなった。 

 

３ 研究の手法について 

多重知能理論（以下“ＭＩ”）の活用とワークショップ（以下“ＷＳ”）が本研究を代表する

手法であった。 

ＭＩは、国内では十分に認知されていると言いがたいことから、ＭＩの理解、ＭＩの視点

によるＷＳの分析、ＷＳ評価のためのＭＩアンケートとレーダーチャートの開発等が行われ

た。これにより、どのＷＳが子どもたちのどんな能力に働きかけるのかが明確になった。こ

れは、ＷＳを小中高の教育現場に導入する時の、信頼できる指標になったと言える。ただ、

ＭＩを、本研究全体を貫く評価機能として十分に活用できたかという点では改善の余地があ

った。ＷＳの対象が小中高生であり、アンケートをとるには学校と保護者の承諾を得る必要

があることから一定の限界があることは止むを得ないが、ＭＩの信頼度・認知度を高める研

15



究や実践が、今後において期待されよう。 

ＷＳは、当大学がこれまで地道に取り組んできた探究型学習追究の手法であり、ＭＩと並

ぶ本研究の柱であった。当大学のＷＳを通した課題解決型学習・探究型学習の開発は、ここ

数年、県内で高く評価されるようになってきた。それが、県教委や小中高との連携をスムー

ズにした要因であろう。県教委によれば、学校現場では探究型学習はまだ模索の段階である

と言う。その入り口としてＷＳは適切な手法であった。一つの型ではあるが、学校現場が教

科や地域課題に応じて工夫・発展できる手法であり、多様な探究型学習を生み出す切り口と

なるものであった。 

 

４ 研究の経過について 

５年間の研究期間の最初の時期は理論的研究が主であった。芸術思考に関する様々な学会

発表・研究発表が行われ、デザイン思考においても、ＷＳに関する研修を重ねてプログラム

開発が進められた。そして中期は、小中高の学校現場に「主体的・対話的で深い学び」を実践

する多くのＷＳが提案された。そうした研究成果を、さらに深化させ浸透させるために、「総

括シンポジウム」「探究型学習研究大会」等が開催されたのが後期であった。研究関係者によ

る最後の「全体研究会」では、「最初は何も見通せなかったが、５年経った今、研究で積み上

げてきたことや学校現場に展開してきた成果が具体的になり、見えなかった景色が見えるよ

うになった」という思いは皆に共通だったように思われる。当初は手探りであったろうが、

「芸術思考とは何か」「デザイン思考のプロセスは何か」「ＭＩをどう評価に生かすか」等を

解き明かす中で一つ一つ灯りをともし、たどりついた達成感だったのだろう。 

 

５ 研究の成果について 

第１の成果は、研究の目的であった「創造性開発拠点の形成」がなされたことである。平

成２７年の山形県教育委員会との連携協定が象徴するように、県内の小中高でＷＳを実践し、

県がめざす探究型学習を先導する役割を果たしてきた。山形県においては、探究型学習は小

中学校では積極的に取り入れられているものの高校は弱いとされてきた。しかし、県が期待

を持って開校した東桜学館高校の総合的な学習「未来創造プロジェクト」に本研究で開発さ

れたＷＳが導入されたり、平成３０年度開設の「探究科」をもつ山形東高校が新たに連携協

定に動いたりするなど、当大学が関わることによって、高校での探究型学習は確実に前進す

るようになった。県や連携校をヒアリングしたのだが、どこにおいても当大学への感謝と期

待が如実に感じられたのは、その証左であろう。こうした成果は、創造力の育成を掲げてき

た当大学の理念と本研究の目的が相乗的に融合し花開いた結果である。 

第２に、「生きる力」を、東北が大震災から復興を成し遂げていくイメージに重ね、当大学

が開学以来掲げてきた「創造力」に結びつけた点である。子どもたちのもつ感性や個性、あ

るいは経験から形成されてきた内面や思いに形を与えて具象化するという芸術思考の働き、

課題と諸条件を分析しプロトタイプに改善を加えてモノやコトをつくりあげるというデザイ

ン思考の働き、その全体プロセスを「創造力」とするなら、それはまさに「生きる力」と言え

よう。学習指導要領等で用いられる「生きる力」と全く同じ定義ではないものの、東北の挑

戦として取り組んできた「生きる力を育む創造性開発」を十分に具体化した研究であったと

言える。 

第３に、子どもたちの資質・能力の育成にＭＩを活用した点である。ＭＩは、ＩＱと対比
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して語られるが、ＭＩはＩＱを否定するものでも相反するものでもないと考える。ＭＩは、

ＩＱで対象としない様々な能力を、感性とか個性とかの人格的な要素も含めて、測定しよう

とするものである。だからこそＭＩは、子どもたちに、自分は何者かを自覚させ、そして何

よりも、自信を与え自立の力を与えてくれるのである。本研究が、子どもたちの創造性を育

み、「生きる力」を身につけさせることを目指しているとき、より有効な指標としてＭＩを活

用したことは適切なことであった。実際、この研究において開発された数多くのＷＳがＭＩ

との関連で意義付けされている。また、ＷＳによってどのような能力が触発されたかを測る

ものとしてＭＩアンケートが開発され、これによりＷＳ前後の子どもの変容を数値として把

握できるようになった。これは、ＷＳ開発者に明確な目的意識を喚起させるものであり、ま

た、学校現場がワークショップを導入する際の指標となるものである。ＭＩが、結果として、

子どもたちの多様な姿を浮き彫りにしたことも、一人ひとりの子どもを生かす点で大事なこ

とであった。 

第４に、上記に関連することであるが、ハーバード大学及び学外研究員の協力体制が構築

できたことである。本研究においてＭＩを活用できたのは、ＭＩ開発者の理解があったから

であるし、また、アンケートの詳細な分析は学外研究員の専門的な知識と技能が駆使された

からである。本研究を推進するエンジンはもちろん当大学内にあるのだが、学外の協力は、

その出力を高める触媒の役割を果たすものであった。 

第５に、探究型学習のスタイルを具体的に示した点である。総合的な学習の時間で実践さ

れることをふまえて、デザイン思考ＷＳでは学習スタイルを「現状理解→課題発見→発想→

検証→振り返り」という５ステップに整理した。こういう型の提示は、学校現場での探究型

学習の導入を容易にする。「アクティブラーニング」「探究型学習」「主体的・対話的で深い学

び」に対して学校現場が手探りの現状において、「課題研究」や「総合的な学習の時間」と当

大学のデザイン思考を結びつけた学習スタイルの提示は非常に意義あることであった。 

第６に、研究期間が終了してからも、当大学において、いくつかのテーマが継続研究され

ようとしている点である。それは、「なぜ芸術を教える（学ぶ）のか」という芸術大学の根源

的な問いに対する解答に近づくことでもある。学ぶことの意義付けの大切さは誰もが認める

ところであり、探究型学習の背景もそこにあると考えるのだが、５年間をもってしてもその

問いに答えることは難しかったのかもしれない。いや、５年間の研究によって、その問いに

答える確かな手ごたえを感じられるようになったというのが正しいのかもしれない。これま

で地道に探究型学習に取り組んできた当大学が、その根源的な問いにどう応えていくのか、

大いに期待されるものである。 

 

６ 課題と今後の展望について 

本研究で残された課題の一つは、「ＷＳの先にあるもの」である。創造性開発の方法として

ＷＳを用いたことは、芸術大学の特性として自然なことであり、本県の探究型学習に道筋を

つけるものであったが、必ずしも探究型学習イコールＷＳというわけではないことも確かで

ある。今後、探究型学習の一スタイルとしてのＷＳが、質的に変貌するのか、それとも新た

な手法を開発するのか、当大学内の研究体制構築も含め、創造性開発研究センターが学校現

場の要請にどう応えていくか、その活動が注視されよう。 

二つ目の課題は、と言うよりは希望かもしれないが、改定学習指導要領が示す「造形的な

見方・考え方」と「芸術思考・デザイン思考」との関係を解き明かすことである。「探究活動」
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と「見方・考え方」は切り離せないと考えるのだが、そうであるなら、探究型学習の思考プロ

セスとしての「芸術思考・デザイン思考」が「造形的見方・考え方」とどう関連するのか、ひ

いては「汎用的な見方・考え方」にどうつなげていくのかを、継続研究の中で解き明かして

いただきたいものである。 

三つ目の課題は、本研究において掲げてきた「生きる力」の一層の掘り下げである。もち

ろん「生きる力」がどんなものであるかは明確に定義されているし様々な書物で述べられて

もいる。しかし、「東北の子どもたちの」という冠詞がつけば意味合いは違ってくるだろう。

本県あるいは東北の子どもたちの現状をどうとらえるか、どう育ってほしいのか、どんな力

をつけさせたいのか、どんな教育的手法をとればいいのか、それをどう評価するのか、それ

が掘り下げられれば、当大学の研究は東北に大きく寄与することになるのではないだろうか。 

 

本研究においては、この評価書に載せきれていない成果も多数あった。また、今後の可能

性に期待させられたことも評価に値する。当大学及び創造性開発研究センター、本研究に携

わられた学内外の研究者の皆様の５年間のご努力に敬意を表すると共に、引き続きの研究開

発に期待を寄せるものである。 
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本事業に関する新聞等記事掲載一覧 

 

No. 年月日 掲載新聞 タイトル 

平成 25年度 

1 H25.10.05 山形新聞 芸工大・教育研究プロジェクトが始動 芸術で「生きる力」育む 

2 H25.12.26 山形新聞 子どもの生きる力育む芸術思考 可能性 シンポで考える 

平成 26年度 

3 H26.08.12 読売新聞 頭と体 動かし挑戦「世界一遅い球転がし」 

4 H27.03.26 山形新聞 新聞紙使いワークショップ・芸工大 できた!!カラフル衣装 

平成 27年度 

5 H27.11.27 山形新聞 東桜学館の授業開発 県教委 芸工大と連携協定 

6 H27.11.27 朝日新聞 「探究型学習」芸工大と推進 

7 H27.11.28 読売新聞 県教委 芸工大と連携協定 課題探究型学習を推進 

8 H28.02.16 山形新聞 主体的な学習方法体験 

9 H28.03.04 毎日新聞 自ら解決する力育む 東北芸工大探究型学習研究会 

平成 28年度 

10 H28.04.16 山形新聞 「探究活動」スタート 東桜学館 デザイン思考を学ぶ 

11 H28.05.07 朝日新聞 ICT駆使、課題解決力磨く 

12 H28.10.24 朝日新聞 「自由な発想」育む授業 

13 H28.12.13 山形新聞 想像で描いてから写生 朝暘二小 3年生 芸工大の体験講座 

14 H28.12.14 荘内日報 東北芸工大創造性開発研究センターワークショップ じっくり観察 集

中して描く 

15 H28.12.18 山形新聞 すてきな駅でしょ 七小で芸工大ワークショップ 

16 H29.02.21 読売新聞 探究型学習 普及図る 

17 H29.03.01 NIKKEI 

DESIGN 

創造性ある子供たちを育てる 

平成 29年度 

18 H29.07.05 山形新聞 山形中央校と芸工大 地域が教材 新課程作り 

19 H29.07.08 河北新報 出張授業で仙山交流 東北芸工大生、宮城野校を訪問 

20 H29.10.23 読売新聞 「探究型学習」の理解深める 山形 研究会に中高教諭ら 100名 

20 H29.11.28 読売新聞 6県立校 探究型学習へ 

21 H30.03.01 山形新聞 「探究型」推進へ連携 山形東高と芸工大が協定 
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東北芸術工科大学 創造性開発研究センター 

「生きる力を育む芸術・デザイン思考による創造性開発拠点の形成」 

 

研究成果報告書の掲載 URL 

 

 

 

 

創造性開発研究センターのホームページを表示 

https://sozo.tuad.ac.jp/center 

 

↓ 

 

ページ下までスクロールして、「研究成果報告書（最終報告書）」をクリック 
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土曜日

冬

2015.11.28 

SOZ
O ワ
ーク
ショ
ップ

第 7
回目

ふゆ
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さわって・たたいて・絵を描こう
大きな布にクレヨンや絵の具をはさんで、作品を作ります。
何を、どんな風にはさんでたたくといいか、みんなで考えながら制作しよう！

おしえてくれるひと：矢作鹿乃子先生（こども芸術大学）＋青山ひろゆき先生（美術科 洋画コース）

時間：10:00 ～ 11:30　対象・定員：小学 1・2 年生、3・4 年生、5・6 年生 各 5 ～ 6 名・計 18 名程度

食べる彫刻「動物ビスケット」
sweets kitchen MOCO-CHOCO の生地を彫った木型に押し込んで、動物ビスケットを作ろう！

おしえてくれるひと：深井聡一郎先生（美術科 工芸コース）＋矢作鹿乃子先生（こども芸術大学）
　　　　　　　　　　木野葉子さん（sweets kitchen MOCO-CHOCO）
時間：13:00 ～ 16:00　対象・定員：小学 4 ～ 6 年生・15 名

申込みはメールにてお願いいたします。メールの件名を「2015 冬のワークショップ」とし、本文に以下の必要事項をご記入ください。

申込み締め切り：11 月 24 日（火）までお申込みください。
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SOZO ワークショップ

第 8 回目

土曜日

新春

2016.01.23 

しん    しゅん
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新・世界一遅い球転がしに挑戦しよう！
斜めにした木製ボードの上で木球を転がし、できるだけ長い時間をかけてゴールにたどり着けるように、
身近な材料を使って途中にいろいろな仕掛けを作ります。みんなの力で長さ８メートルの球転がし装置を完成させよう！
※ボードが木製になり、頑丈になりました。

おしえてくれるひと：柚木泰彦先生（プロダクトデザイン学科）

時間：9:50 ～ 12:00　対象・定員：小学 3 ～ 6 年生・12 名

わくわく粘土ワークショップ Vol.2
聴いて、触って、何つくる？
目をつぶっていろんな音楽を聴きながら、そのときの気持ちを粘土でつくってみよう！

おしえてくれるひと：吉賀伸先生（美術科 彫刻コース）+ 矢作鹿乃子先生（こども芸術大学）
時間：13:00 ～ 14:30　対象・定員：小学 1 ～ 3 年生・15 名

申込みはメールにてお願いいたします。メールの件名を「2016 新春のワークショップ」とし、本文に以下の必要事項をご記入ください。

申込み締め切り：1 月 18 日（月）までお申込みください。
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SOZO ワークショップ

第 9 回目

木曜日

会場：やまがた藝術学舎
住所： 〒990-2431 山形県山形市松見町 17-1
参加費無料
主催：東北芸術工科大学 創造性開発研究センター

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

夏

2016.8.11

なつ

ワークショップ
の

▲ 小学生・中学生対象

創造性開発研究センターでは、東北芸術工科大学の幼児教育機関「こども芸術大学」での幼児の創造性教育を更に
進め、「芸術」と「デザイン」を用いて小中高生の「自ら学び、考え、行動する力」＝「生きる力」を育てる教育プロ
グラムの確立を目的に研究を進めています。
やまがた藝術学舎や各教育機関の実際の教育現場で、学内外の講師によるワークショップを開催し、子どもたちの
創造性を育むプログラム作りを目指しています。
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A. トリミテカク ～よーく、見て描こう～
鳥の剥製をよく見て描きます。いつもは飛んでいてよく見えない鳥をいろんな角度から
みてみると、たくさんの発見がありますよ！

C. アートなスイカの食しかた
新しいものの考え方や発見は、今までと違うことをしてみることから始まります。
みなさんがいつも夏に食べているスイカ。いつもと違う食べ方をしてみたら、もっともっと
美味しくなるかもしれません。絵画や彫刻、そして心理学の先生と一緒にスイカの新しい発見や
魅力を見つけて、美味しくスイカを食べよう！

申込みはメールにてお願いいたします。メールの件名を「2016 夏のワークショップ」として本文に以下の必要事項をご記入いただき、
 y-gakusha@aga.tuad.ac.jp へお送りください。

申込み締め切り：8 月 3 日（水）までお申込みください。

B. 羊の毛を こすって からめて フェルトボールをつくろう！
ふだん私たちが着ている服の素材にも使われている羊の毛。
本物のふわふわな羊の毛をさわって、手のひらでこすったり、丸めたりしながら、
からめてみます。そこに、ある物を使うと変化が起こります。柔らかな羊の毛は
どうなるかな？カラフルな羊の毛でボールを作ってみよう！

はくせい
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SOZO
ワーク

ショッ
プ

第 10
回目

水曜日

会場：やまがた藝術学舎
住所： 〒990-2431 山形県山形市松見町 17-1
参加費無料
主催：東北芸術工科大学 創造性開発研究センター

★ 

★ 

★ 

★ 

春

2017.3.22

はる

ワークショップ
の

★ 小学生・中学生対象

3.25 土曜日

創造性開発研究センターでは、東北芸術工科大学の幼児教育機関「こども芸術大学」での幼児の創造性教育を更に
進め、「芸術」と「デザイン」を用いて小中高生の「自ら学び、考え、行動する力」＝「生きる力」を育てる教育プロ
グラムの確立を目的に研究を進めています。
やまがた藝術学舎や各教育機関の実際の教育現場で、学内外の講師によるワークショップを開催し、子どもたちの
創造性を育むプログラム作りを目指しています。
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A. 世界一遅い球転がしに挑戦しよう！ Ver.5［小学生対象］
斜めにした木製ボードの上で木球を転がし、できるだけ長い時間をかけてゴールにたどり着けるように、
身近な材料を使って途中にいろいろな仕掛けを作ります。みんなの力で長さ 8メートルの球転がし装置を完成させよう！

3/22

申込みはメールにてお願いいたします。メールの件名を「2017 春のワークショップ」として
本文に以下の必要事項をご記入いただき、 y-gakusha@aga.tuad.ac.jp へお送りください。

申込み締め切り：3 月 15 日（水）までお申込みください。

①希望するワークショップ名とアルファベット　②お子さまのお名前（ふりがな）

③学校名／学年／年齢／性別　④保護者さまのお名前　⑤電話番号　⑥住所

※お友達も一緒にお申込みされる場合は、お友達の分も①～⑥を記載してください。

B. 物語の中の自分を表現しよう！［小学生対象］
自分の好きな映画、小説、漫画など、大好きな場面の中に自分がいるところを表現してみよう。
そこには、どんな景色があって、どんなキャラクターがいて、そこで自分はどんな服を着て、
何をしているのかな？自由にイメージをふくらませてみよう！

C. 言葉の達人ゲーム［小・中学生対象］
言葉の「正しい」意味を知り、「自由に」新たな意味を作っていくゲームです。
メンバーで協力して、チームを勝利に導こう！

3/25

D. プロのロゴ作りを体験！［中学生対象］
ロゴとはかっこよく工夫された文字や印などのことです。
自分用にロゴを作るのではなく、友達用のロゴマークを作ってみよう。プロのデザイナーのように、
まず相手にインタビューをして、言葉から導き出したイメージを色々工夫してロゴを完成させよう！
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OZSO

対象 小・中学校教員、教育関係者
11:00-12:00

ワークショップのタネ
実践講習会

参加無料・申込不要

関連プログラム

対象 教育関係者、一般市民

文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業
『生きる力を育む芸術・デザイン思考による創造性開発拠点の形成』

参加無料・申込不要2017.9.9　土 13:00-17:00

東北芸術工科大学 本館講義室

＊本研究内容にご興味のある方はどなたでもご参加いただけます。

＊お子様を対象とした
ワークショップではございません

東北芸術工科大学創造性開発研究センター

これからの教育を
ソウゾウする

総括シンポジウム

43



R286R13R112

山形県庁

平清水
滝山小学校

山形
市役所 諏訪

神社

山形大学

文翔館

第六中
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ヒルズサンピア山形

悠創の丘

JR
山形駅

至酒田 山形蔵王 IC

山形大学医学部至福島

至仙台・秋田N 山形
自動車道

至仙台

●講師プロフィール

澁江学美／山形県教育庁義務教育課長。県内
中学校英語教諭。平成9年より、山形県教育庁
最上教育事務所指導主事、山形県教育庁義務
教育課指導主事、管理主事。平成20年より中
学校教頭、小学校校長。平成26年より山形県
教育庁義務教育課特別支援教育室長、28年よ
り現職。

小林和雄／福井大学大学院教育学研究科准教
授。茨城県公立の中学校に24年、小学校に3
年間勤務。2005年ハーバード大学教育大学院
のＭＩ理論に基づくプロジェクトゼロ「深い理解
のための教育」（Teaching for Understanding）
に参加。主体的・対話的で深い学びを追究し現
在に至る。小中学校を中心に年間約30以上の
授業研究会や教育講演会の講師を務める。

OOOZSO

東北芸術工科大学 
創造性開発研究センター
〒990-9530 山形県山形市上桜田3-4-5
TEL 023-627-2218  
FAX 023-627-2081
E-mail  y-gakusha@aga.tuad.ac.jp
URL http://sozo.tuad.ac.jp/
お問合せ：伊藤壮志、伊藤迪子

刹那的な生き方が問題視される現在では、創造力の必要性が頻繁に求められています。では、創造性とは一体何であり、どのように使い、どの
ように伸ばすことができるのでしょうか？ 創造性開発研究センターでは、これらの問いを解明するために、デザイン・芸術思考の構成要素を用
いて研究に挑んで来ました。これまで提案した創作ワークショップは延べ30種類を超え、地域の多くの子どもたちにも体験していただきました。
2013年に設立された当研究センターは設立から5年目となり、この度、総括シンポジウムを開催する運びとなりました。基調提案と基調講演
では、教育と芸術の関係について有識者よりお伝えします。続いて、地域の小中学校の先生方とセンター研究員のパネルディスカッションを
通して、これからの時代において子どもたちの成長にいかに創造性が必要かを討議します。まとめとなる今回のシンポジウムは、創作ワーク
ショップの説明付けとして用いた「芸術思考」に焦点を絞って企画しました。研究センターでの活動を小中高の教育関係者および広く一般の
皆さまに知っていただくためのシンポジウムです。多くの皆さまのご来場を心よりお待ちしております。

開催にあたり

これからの教育をソウゾウする

◎プログラム
13:00 開会挨拶  片上義則 （東北芸術工科大学副学長／創造性開発研究センター長）

13:10 基調提案  「初等教育における創造性 ～表現するきっかけづくり 知的好奇心をくすぐる～」  
 澁江学美 （山形県教育庁義務教育課長）
14:10 休憩
14:20 基調講演 「多重知能理論と芸術思考が生み出す主体的、対話的で深い学び」 
 小林和雄（福井大学大学院教育学研究科准教授）

15:20 休憩
15:30 パネルディスカッション 「初等教育と芸術思考の可能性を考える」
 パネリスト＝片上義則、小林和雄、深井聡一郎（東北芸術工科大学芸術学部准教授）、
 庄司博幸（株式会社サードステージエデュケーション代表取締役）、
 渡邉斉（中山町立長崎小学校  校長）、池野吉洋（山形市立第六中学校教諭）
 司会＝有賀三夏（創造性開発研究センター講師・研究員）

16:30 質疑応答　
16:50 閉会挨拶

2017.9.9　  13:00-17:00（12:00開場）  参加無料・申込不要

総括シンポジウム

会場：東北芸術工科大学 本館講義室　主催：東北芸術工科大学創造性開発研究センター
対象：教育関係者、一般市民 ＊本研究内容にご興味のある方はどなたでもご参加いただけます。

土

会場：東北芸術工科大学 本館
対象：小学校・中学校教員または教育関係者 ＊お子様を対象としたワークショップではございません

2016年度報告書「ワークショップのタネ」でご紹介している、本研究センターが開発した小
中学生向けワークショップの実践講習会を開催します。発案者が、ワークショップのポイント
や進め方などを解説しながら実際に体験する講習会です。複数体験いただけますので、お気
軽にご参加ください。

関連プログラム

ワークショップのタネ実践講習会
2017.9.9　 11:00-12:00  参加無料・申込不要土
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